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感染対策・工夫点

今後の対応・心配な点感染対策・工夫点

従来通り 縮小 中止

17 2 2

送迎に関して
(保護者への対応）

園児の登園、降園に関して
（受渡の対応）

運動会

地域等の交流事業

プール遊び

お散歩

園児

保育環境

職員

園児

保護者

登園時や外出後の手洗い後の消毒　声掛けを増やす　回数を増やす　おやつ、給食前　ト
イレ後　手洗い後、ペーパータオル使用　手洗い歌を流す　手洗い体操　手洗い練習スタ
ンプ　消毒液のついたおしぼりを使って丁寧に拭き上げる　クラスを超える交流を減らす　
オゾン、空気清浄機、次亜塩素酸噴霧器　食事以外のマスク着用

対応

従来通り 新たな対応

65 82

従来通り 新たな対応

31 116

園児が触れるもの、薄めた次亜塩素酸ナトリウム、アルコールで念入りに　ドアノブ、手すり　
玩具、寝具　遊具　園舎全体　布製玩具の使用停止　公園遊具の使用前消毒　回数増　換
気　消毒スプレーの置き場所増　降園後の除菌スプレー　拭き消毒　机増　トイレ、うがい
時の並び方　歯磨き中止　密を避ける遊ぶ部屋の分散

対応

対応

着用義務 任意 着用不可

123 27 1

着用義務 任意 着用不可

7 134 6

着用義務 任意 着用不可

108 40 0

対応

対応

以上児のみ　年長児のみ　４、５歳児のみ　保護者１名迄　保護者２名迄　人数制限　
来賓の参加なし
検温　消毒　園庭　野外活動センター　内容縮小　時間短縮　入れ替え制　２、３部制
　出入りの際手首にイベント用テープ　オンライン配信　運動会ごっこ　４歳児園児のみ
運動会ごっこ　以上児のみマーチング発表会を３日間で行う　保育士はマウスシールド

●縮小で練習に追われることな少なくて良かった。今
後もタイトなプログラムで良いと思う●従来の運動
会を取りやめた事で保護者の不満

参加者、人数

内容、環境面

玄関対応　検温、消毒　体調管理の徹底　マスク着用　門の前での手の消毒依頼　滞
在時間を短くする

●保護者が部屋に入ることが心配●コミュニケー
ションの希薄化●今後も実施予定●職員の負担が大
きくなっていること●強風雨天時の対応に苦慮する
ため、雨除け屋根設置等の検討

対応

マスク着用　消毒　検温　玄関受け入れ　人数制限　１名での送迎　在園児以外の兄
弟は玄関、園庭で待機　保育室内入室禁止　園庭や非常階段を使って、各保育室へお願
いしている　発熱者入場禁止　園内の滞在時間短くしてもらう　園内への立ち入りを遠
慮して頂く　登園時の手洗い、うがいの徹底　シーツ取付を園で行う　サーモグラフィ
カメラの設置　啓発ポスター　ICTの活用　掲示物のアプリ配信

●親の意識を高めたい●人手が要るのでいつまで
できるのかわからない。ICT導入も検討中●検温担
当職員の確保●記録していないので保護者に任せ
ているところがある●日々のコミュニケーションが取
りにくくなり、この様子や伝達など行うも限度があり、
保護者の不安などが聞き取れないこと●感染が落ち
着けば以前のやり方に戻す。保育士の負担が増加し
ている●消毒しない方が増えてきている●保護者同
士の立ち話(接触時間?)が長い

対応

公民館の配慮に任せる　先方の意向を尊重　毎年訪問していた施設へのプレゼント作
りのみ　高齢者とのふれあいがあるような行事は中止　公民館等に手紙やプレゼントを
持っていく　お手紙のみ　プレゼント交換、施設内に入らず挨拶・交流　高齢者施設へ
の手作りプレゼントや園庭での遊んでいる様子など外から見て頂く　職員のみ清掃活動
　直接お伺いするのではなく、リモートにて体操や歌の交流
・園庭開放　３組のみ受け入れ、30分程度　行事のない土曜日の園庭開放を新たに行
う　７月より開催(例年５月より)、参加者は大幅に減少
・園内交流　年12回を６回に減らし、15組を５組減らした　玄関にて全員検温、体調確
認、参加人数の減

●園だけでは決められないので関係先と話し合う●
地域の方との交流をしたいが対策をとっていても、
見えない感染の不安がある●前日、当日、保護者、子
どもが37.5度以上の発熱、咳症状のある場合は受
け入れない●地域の実態に合わせて実施●できるだ
け地域とのかかわりを持っていきたいと思っている
が、感染対策としては難しさを感じる●人数制限にて
実施

対応（公民館等）

園内（園庭開放等）

従来通り 縮小 中止 行ってない

5 41 98 4

水遊び　プール→水遊びに変更　代わりにどろんこ遊びを実施(他児と水を共有しない)
　スプリンクラーやミストシャワーを設置　1回1クラスのみ　1日1クラス限定で行う
　1回に入水する人数を制限（半分等）　着替えが密にならないように　回数を減らす　
タオルや着替え等の間違いが無いよう注意する　簡易プールを増やす　保育士はプー
ル用マスク着用

●水遊び程度、着替えやすい服の着用●着替えの時
に密にならないように少人数ずつ着替えていったが、
時間がかかり大変だった●感染拡大のの状況を踏ま
え、密にならないように内容や配置を重視し行えるよ
うにしたい

内容

従来通り 縮小 中止 行ってない

45 37 53 14

職員マスク着用　10月から解禁　公園遊具使用禁止、トイレ利用控える　今迄の回数
の半分以下　人数や回数を減らしながら行う　検温を徹底　移動距離短縮　帰園後、手
洗いうがい、手指の消毒　広い公園や人が大勢いるようなところを避け行っている　近
場のみ散策　ほぼ行っていない　距離をとっての散歩体制がとれず、中止している。エコ
教室にきてもらい、園内で自然体験ができるように工夫した

●散歩時にも消毒を持って行く●もう少し保育士の
配置人数がいれば、もっと小グループでお散歩に行
けるのにと思う●公園など行きづらく散歩に今年度
は行っていない●状況をみて再開の予定●密を避け
ることが困難●寒くなってくると、長い時間外に出る
ことも難しくなるので、運動量を確保していけるか心
配●今後も引き続き実施●１クラス毎、行き先の密
を考慮して計画

行先、内容等

従来通り 縮小 中止 行ってない

88 27 22 22

コロナウィルス対策  アンケート結果
誕生会

保育参観

生活発表会

芋掘り遠足等

バザー

夏祭り

遠足（親子）

入園式

卒園式

検温　消毒　マスク着用　換気　空気清浄機
年長児のみ　在園児参加なし　人数制限　保護者１名迄　保護者２名迄　来賓参加な
し　高齢者の参加控え
内容変更（式次第見直し　挨拶等短縮　証書を園長が園児の前に行って渡した　クラス
ごとに証書授与を行った。歌も最小限）　規模縮小　時間短縮（２０分　３０分　９０分）
　３分割で実施　謝恩会なし　茶話会なし　紅白饅頭なし　謝恩会の１部を含めた１時
間　３密対応（距離をとる）　動線の見直し　ビデオレター　園で開催　従来通り（卒園
児が少なかった為）
２週間の体調確認　咳症状は休んでもらう

●検討中（令和3年度3月をどの様に開催すればよ
いか、人数制限、時間短縮、合唱をどうするか、3月な
のでギリギリまで行えるか判断が厳しい）●可能な
限り従来開催したい、R3年3月も同様に行う予定、今
後も30分で行って行く予定、次回は謝恩会の要素は
含まないで開催、●コロナウイルスの感染状況によ
る（時間短縮、人数制限、安全面などに留意間隔の確
保、）●検温、消毒、マスク着用、換気●縮小してみ
て、かえってゆったりと出来たので、この形態で実施
予定●今まで通り（縮小前）がいいと保護者から要望
あり。

衛生面

参加者、人数

内容、環境面

体調面

検温　消毒　マスク着用　換気　空気清浄機
新入園児のみ　人数制限　保護者１名迄　保護者２名迄　保護者３名迄　来賓参加な
し　任意参加
内容変更（式次第の見直し　放送を使用　日程変更　説明会同時開催　新入園児のみ
個別来園　撮影場所設置　プリント配布、後日記念撮影のみ実施　新入園児のみ入園
式　時間差で在園児の説明会　玄関に写真撮影用の立て看板設置　戸外を利用　以
上児、未満児に分けて開催　園長挨拶を園内放送）　規模縮小　時間短縮（２０分　３０
分　９０分　２０分を５回）　クラスごと　各年齢で　時間差、紅白饅頭なし、お祝いのメ
ダルを渡す、３密対応（距離をとる）、７月に懇談会を兼ねて挨拶
中止を貼り紙で知らせる、普段園で生活しない人が来園の為、各クラスで顔合わせ、新入
園児保護者のみ短時間のならし保育をする、令和３年度は実施予定、各クラスで保護者
だけの懇談を短時間

●検討中（入園説明会を面談式、屋上園庭で開催す
るか検討中）●コロナウイルスの感染状況による（人
数制限、時間短縮、内容縮小、、配置、個別対応、２部
屋に分けて実施）●可能な限り従来開催したい、●来
年度は２年分まとめて行う予定●来賓参加なし、検
温、消毒、マスク着用、換気●来園者の感染●担任の
顔と名前の一致に時間がかかる●クラスの詳しい説
明ができない。●令和３年度は実施しない●通常よ
り実施なし

衛生面

参加者、人数

開催

中止

園児のみ、家族単位
春を１０月、１１月に変更
１１月の動植物園での遠足は実施。家族単位でまわってもらうようにした、遠足ごっこを園
庭で実施、予定していた親子での収穫体験を園庭に移動させ園児のみで行った、貸切バ
スを使用せず、現地集合解散として午前中で行う、保護者なし、近隣の公園へ変更、近く
の公園に徒歩で、年長のみの参加に縮小にて開催、園児のみ、徒歩で行ける範囲で検討、
目的地は子供たちで決める
行先予定が緊急事態宣言で休園した、多数の保護者の交流を避けるため、大型バス移動
の為３密を防げない

●3月の5歳児お別れ遠足は検討中●収まり次第例
年通り●保護者同士の交流をどう計画していくか●
現地集合（クラス単位）プログラムの変更を検討●令
和3年度、園から現地へ歩いて行く事を止め、現地集
合にし、ネイチャーゲームの内容で工夫●園児、保護
者、職員と合わせるとかなりの人数になってしまうの
で、しばらくは実施が難しい●広い公園に集合時間
をずらして開催したい●バス使用行事は当面中止●
予防法が確立するまでは見合わせる

参加者、人数

開催時期

内容変更

中止理由

園児のみ、保護者運営、年長児のみ、以上児のみ、年長児の保護者のみ、年長児と保護者
１名、保護者２名迄、保護者会役員、人数制限
クラスごと、時間差、以上児、未満児別日で開催、お店屋さんごっこ、縁日ごっこに変更、ク
ラスごとにダンス、職員が複数のおやつを販売し３歳以上が食券で購入して食す、密にな
らないようにコーナーを増やし対応、ライブ配信実施、写真、動画、スライドショーで配信、
時間短縮（２０分）、浴衣可、撮影して保護者へ配布、食品バザー取りやめ、地域や父母の
会主催も中止、園児のスーパーの買い物は中止した

●時間制限なしで密にならないように検討●元々秋
祭りとして実施、年長児、年中児のみこしの練り歩き
は観覧する保護者も含め密になる●ハロウィン祭り
として園児、職員、父母の会役員で実施予定●地域、
高齢者と関わる際の配慮●つまらなかったので盛大
に●地域の方との交流が出来ない

参加者、人数

内容、環境面

園児のみ
子ども達だけでお店屋さんごっこ、保護者会主催の為取りやめる、夜のイベントとして学
年ごとに時間をずらし、保護者と入場、卒園児招待や地域の呼びかけをなくした

●今後も中止していく方向性●感染が落ち着けば以
前のように実施予定●園内の開催なので密にならな
いように配慮●飲食を伴うので来年度も状況が変わ
らなければ難しい

参加者、人数

内容、環境面

園児のみ、年長児のみ、以上児のみ、４、５歳児のみ、保護者参加なし
バスを大型にした、バスを増やす、座席工夫、換気、バス乗車中マスク着用、園バスを利
用、少人数の乗車、バス乗車前の検温、消毒、歌、おしゃべりのないバスレク、クラスごとに
バス乗車、３往復、バス、公共機関を使わない、クラスごとにバス乗車　大型バスに半数の
定員　バス運転手の感染予防　
２クラスを１クラスに縮小　地域の方が掘り,園児が収穫　外部の畑の芋を園庭に移動、
園庭で育てた分をクラスごとに分かれて収穫体験後日焼き芋予定　園内の芋畑で行う
　徒歩圏内の畑　近くの畑、４、５歳児のみ　アルコール持参　弁当は帰園後　親子参
加で現地集合・解散（移動時の密を避ける）　各クラス分かれて　姉妹園と合同　受け
入れ施設の対策を調べる　時間差　クラスごとにバス乗車、日程を分ける
隣の公園にお散歩、帰園後弁当　徒歩で近くの公園　ハロウィンと会食に変更　中止、
園児のみ徒歩で動植物園　近所などで計画　近隣の公園　クラスごとに近所の公園ミ
カン狩り、４，５歳児のみ、バス乗車

●バス内での感染、運転手との接触●ミカン狩りに
代替、年長児のみ●バスでの密や感染が心配●貸切
バスを心配して参加しない園児が１名●バス利用の
不安●来年は３歳も●バス移動ではなく徒歩で行け
るところを模索●西鉄バスや地下鉄で移動を実施し
ていた事が出来ない

参加者、人数

バス

場所、収穫方法等

代替方法

園児のみ　以上児のみ　４，５歳児のみ　年長児のみ　保護者２名迄　保護者１名迄、
保護者参加なし　年齢ごと　クラスごと　以上児保護者　来賓の参加なし　クラス単位
を横割り
人数制限　時間差　時間短縮　リモート　入れ替え制　内容縮小　会場変更　内容変
更　検温　消毒　マスク着用　換気　空気清浄機　保護者参加なし映像をDVD化、配
布予定　未満児ビデオ録画　１クラス３０分以内以上児、未満児時間を分ける　回数を
分ける　出入口の区別ネット配信　音楽発表と劇発表を分ける　３部制　映像配信　自
由入退場　午前、午後　日にちをずらす　０～４歳児はDVD配布　従来通り、５００名収
容のホールを借りている

●リモートでの開催を検討●リモートを受け入れて
もらえるか●これを機に縮小を考えている●インフ
ルエンザとコロナが拡大しないか心配●縮小しても
感染の恐れが０にならない事●園内ホールでは密は
避けられない、時間差でも消毒に時間を取られる●
動画配信がうまく出来るか●対策を取っていても心
配●屋内の為、密が避けられない●感染の状況によ
り中止、リモート検討

参加者、人数

内容、環境面

以上児のみ　年長児のみ　保護者１名迄　保護者２名迄　人数制限　
１日３組限定　普段の保育を写真（お便り）で伝える　時間短縮　日程を分けて　６月は
中止、２月は検討中　前期は中止　時間帯を分割　写真で知らせる　ブログを使用　検
温　消毒　マスク着用　換気　空気清浄機　３密対応（距離をとる）　未満児クラスの
み１日１組　日々のクラスノート　年１回に変更、平日１０日間、各クラス５名以内　オン
ライン予定　時間を決める、密にならないように　日程を増やす　以上児のみ９～１１月
実施　１日に３名　時間短縮（３０分以内）　保護者アンケートにより中止　以上児、未満
児に分けて実施　期間を設けて少人数　保育室への立ち入りと給食の試食を取りやめ
　前期は中止、後期は保護者を分散して実施予定　以上児、未満児交代時間制　室内分
は中止、体操教室参観は回数を分けて人数制限　３日間開催を１０日に　６月は中止、
11月はオンライン

●期間を決めて人数制限、●室内で密になるので再
開の判断が難しい●リモートでの開催を検討●内容
や場所の再検討により実施出来れば●子どもの成長
した姿を見て頂く機会がない●感染が落ち着いてい
れば年度末に行う●保護者の要望あり再検討●個人
懇談を全クラス行う●保育参観ではなく少人数で行
う保育参加に変更●日程、場所の都合で今後はでき
ないのでは？●保護者１名迄、不満の声も●次年度
は実施未定●生活発表会時に通常の様子を放映

参加者、人数

内容、環境面

園児のみ　以上児のみ　以上児と誕生児　年長児保護者　以上児保護者　誕生児の
み　誕生児と年長児のみ　人数制限　園児の誕生日に保護者１名迄　以上児と誕生者
の保護者参加　未満児は紹介
各クラスで　学年ごとに　以上児未満児分ける　２回に分けて実施　園内放送　　
ホール使用　ホールからクラスへ変更　園児の誕生日にクラスで　時間短縮　内容変
更　内容縮小　会食なし　　距離を取る　換気　消毒　保育士のマスク着用　以上児
はマスク着用　2カ月に１回　動画撮影　動画配信　０～３は各クラスで、４、５歳児は
ホール使用　例年は職員とケーキを買いに行くが、紙粘土制作に変更

●元に戻したい●特別感が薄れる事●今後の様子を
見ながら元に戻す●来年４月より全体で実施予定

参加人数

内容、環境面

従来通り 縮小 中止 行ってない

10 134 2 2

従来通り 縮小 中止 行ってない

11 79 54 6

従来通り 縮小 中止 行ってない

4 12 112 19

従来通り 縮小 中止 行ってない

8 61 51 26

従来通り 縮小 中止 行ってない

2 2 46 85

従来通り 縮小 中止 行ってない

56 44 27 18

従来通り 縮小 中止 行ってない

14 110 5 4

従来通り 縮小 中止 行ってない

5 35 94 94

従来通り 縮小 中止 行ってない

46 84 11 4

コロナに振り回された１年になりましたね。みんなの健康はもちろんですが、子どもたちや保護者、そして職員たちのメンタルを
心配する声も出ています。そこで緊急アンケートをお願いしましたがその結果が出ましたので掲載します

・保護者の意向
・涼しくなってからお便りで着用を推奨
・２歳児未満は着用しない、以上児は運動時のみ外す
・バスに乗る時、咳をしている時
・園外

・以上児は着用義務
・衛生管理が出来ない

・送迎の園内に入る際のお願い
・貼り紙やお手紙
・マスクを忘れた場合、２０円で購入してもらう
・メールでお願い
・行事参加時

・マスク不着用、園舎に入れない

・園庭や公園で取る事可能
・基本はつけない
・体調による、保育中は着用
・状況に応じ外す
・園で購入、配布

・外して話さない様徹底
・場面によりフェイスシールド着用
・保護者対応時は着用
・出勤時マスク交換
・月に定数枚配布

・表情がわかりにくい、子どもの発達に影響が出るのでは
・酸欠
・熱中症
・マスクをしてない事への保護者の目線
・マスク不足

・どこまで行うか
・保育士の負担
・３密対応
・換気の際の近隣からの苦情
・消毒液の消費、値上がり、在庫

・手荒れ

・手荒れ
・３密対応
・次亜塩素酸の効果
・消毒液等必要な物が
 手に入らなくなる

・顔にかかる、手荒れ
・保育士が見ていないと適切な消毒が出来ない
・必要以上に使う
・消毒液の費用
・ゴム手袋の値段高騰、手に入らない

・着用してもずらしている
・マスクの管理
・保護者の要請
・熱中症
・言葉や表情の発達

・酸素不足
・かぶれ

・着用を拒む、他児との接触
・不審者との区別
・誰だかわからない
・着用忘れ
・保護者からの感染

・いつまで着用するか
・かぶれ
・費用

・送迎時間のみ
・行事でマスク、
 マウスシールド着用
・手作りマスク配布

消
毒
に
つ
い
て

マ
ス
ク
に
つ
い
て

従来通り 新たな対応

42 107

従来通り 新たな対応

54 98

職員会
給食時の配膳活動やクッキング
お泊り保育
子育て講座
クリスマス会
園内掲示物
園児の歌と鍵盤ハーモニカ

クラスから1人だけ参加して伝え合う　リモート検討
中止
日帰り　場所を県内に　園外と１９時半お迎え
縮小　２部制　人数制限　マスク着用　消毒
縮小　全体からクラスごとに
ホームページでフォロー
中止　一斉に歌う、鍵盤ハーモニカを中止し楽器の演奏に変更 ●歌う楽しさや声を出す喜びを体験させられない

令和2年12月17日発行 （2） 第125号令和2年12月17日発行（3） 第125号



感染対策・工夫点 今後の対応・心配な点

感染対策・工夫点 今後の対応・心配な点

感染対策・工夫点

今後の対応・心配な点感染対策・工夫点

従来通り 縮小 中止

17 2 2

送迎に関して
(保護者への対応）

園児の登園、降園に関して
（受渡の対応）

運動会

地域等の交流事業

プール遊び

お散歩

園児

保育環境

職員

園児

保護者

登園時や外出後の手洗い後の消毒　声掛けを増やす　回数を増やす　おやつ、給食前　ト
イレ後　手洗い後、ペーパータオル使用　手洗い歌を流す　手洗い体操　手洗い練習スタ
ンプ　消毒液のついたおしぼりを使って丁寧に拭き上げる　クラスを超える交流を減らす　
オゾン、空気清浄機、次亜塩素酸噴霧器　食事以外のマスク着用

対応

従来通り 新たな対応

65 82

従来通り 新たな対応

31 116

園児が触れるもの、薄めた次亜塩素酸ナトリウム、アルコールで念入りに　ドアノブ、手すり　
玩具、寝具　遊具　園舎全体　布製玩具の使用停止　公園遊具の使用前消毒　回数増　換
気　消毒スプレーの置き場所増　降園後の除菌スプレー　拭き消毒　机増　トイレ、うがい
時の並び方　歯磨き中止　密を避ける遊ぶ部屋の分散

対応

対応

着用義務 任意 着用不可

123 27 1

着用義務 任意 着用不可

7 134 6

着用義務 任意 着用不可

108 40 0

対応

対応

以上児のみ　年長児のみ　４、５歳児のみ　保護者１名迄　保護者２名迄　人数制限　
来賓の参加なし
検温　消毒　園庭　野外活動センター　内容縮小　時間短縮　入れ替え制　２、３部制
　出入りの際手首にイベント用テープ　オンライン配信　運動会ごっこ　４歳児園児のみ
運動会ごっこ　以上児のみマーチング発表会を３日間で行う　保育士はマウスシールド

●縮小で練習に追われることな少なくて良かった。今
後もタイトなプログラムで良いと思う●従来の運動
会を取りやめた事で保護者の不満

参加者、人数

内容、環境面

玄関対応　検温、消毒　体調管理の徹底　マスク着用　門の前での手の消毒依頼　滞
在時間を短くする

●保護者が部屋に入ることが心配●コミュニケー
ションの希薄化●今後も実施予定●職員の負担が大
きくなっていること●強風雨天時の対応に苦慮する
ため、雨除け屋根設置等の検討

対応

マスク着用　消毒　検温　玄関受け入れ　人数制限　１名での送迎　在園児以外の兄
弟は玄関、園庭で待機　保育室内入室禁止　園庭や非常階段を使って、各保育室へお願
いしている　発熱者入場禁止　園内の滞在時間短くしてもらう　園内への立ち入りを遠
慮して頂く　登園時の手洗い、うがいの徹底　シーツ取付を園で行う　サーモグラフィ
カメラの設置　啓発ポスター　ICTの活用　掲示物のアプリ配信

●親の意識を高めたい●人手が要るのでいつまで
できるのかわからない。ICT導入も検討中●検温担
当職員の確保●記録していないので保護者に任せ
ているところがある●日々のコミュニケーションが取
りにくくなり、この様子や伝達など行うも限度があり、
保護者の不安などが聞き取れないこと●感染が落ち
着けば以前のやり方に戻す。保育士の負担が増加し
ている●消毒しない方が増えてきている●保護者同
士の立ち話(接触時間?)が長い

対応

公民館の配慮に任せる　先方の意向を尊重　毎年訪問していた施設へのプレゼント作
りのみ　高齢者とのふれあいがあるような行事は中止　公民館等に手紙やプレゼントを
持っていく　お手紙のみ　プレゼント交換、施設内に入らず挨拶・交流　高齢者施設へ
の手作りプレゼントや園庭での遊んでいる様子など外から見て頂く　職員のみ清掃活動
　直接お伺いするのではなく、リモートにて体操や歌の交流
・園庭開放　３組のみ受け入れ、30分程度　行事のない土曜日の園庭開放を新たに行
う　７月より開催(例年５月より)、参加者は大幅に減少
・園内交流　年12回を６回に減らし、15組を５組減らした　玄関にて全員検温、体調確
認、参加人数の減

●園だけでは決められないので関係先と話し合う●
地域の方との交流をしたいが対策をとっていても、
見えない感染の不安がある●前日、当日、保護者、子
どもが37.5度以上の発熱、咳症状のある場合は受
け入れない●地域の実態に合わせて実施●できるだ
け地域とのかかわりを持っていきたいと思っている
が、感染対策としては難しさを感じる●人数制限にて
実施

対応（公民館等）

園内（園庭開放等）

従来通り 縮小 中止 行ってない

5 41 98 4

水遊び　プール→水遊びに変更　代わりにどろんこ遊びを実施(他児と水を共有しない)
　スプリンクラーやミストシャワーを設置　1回1クラスのみ　1日1クラス限定で行う
　1回に入水する人数を制限（半分等）　着替えが密にならないように　回数を減らす　
タオルや着替え等の間違いが無いよう注意する　簡易プールを増やす　保育士はプー
ル用マスク着用

●水遊び程度、着替えやすい服の着用●着替えの時
に密にならないように少人数ずつ着替えていったが、
時間がかかり大変だった●感染拡大のの状況を踏ま
え、密にならないように内容や配置を重視し行えるよ
うにしたい

内容

従来通り 縮小 中止 行ってない

45 37 53 14

職員マスク着用　10月から解禁　公園遊具使用禁止、トイレ利用控える　今迄の回数
の半分以下　人数や回数を減らしながら行う　検温を徹底　移動距離短縮　帰園後、手
洗いうがい、手指の消毒　広い公園や人が大勢いるようなところを避け行っている　近
場のみ散策　ほぼ行っていない　距離をとっての散歩体制がとれず、中止している。エコ
教室にきてもらい、園内で自然体験ができるように工夫した

●散歩時にも消毒を持って行く●もう少し保育士の
配置人数がいれば、もっと小グループでお散歩に行
けるのにと思う●公園など行きづらく散歩に今年度
は行っていない●状況をみて再開の予定●密を避け
ることが困難●寒くなってくると、長い時間外に出る
ことも難しくなるので、運動量を確保していけるか心
配●今後も引き続き実施●１クラス毎、行き先の密
を考慮して計画

行先、内容等

従来通り 縮小 中止 行ってない

88 27 22 22

コロナウィルス対策  アンケート結果
誕生会

保育参観

生活発表会

芋掘り遠足等

バザー

夏祭り

遠足（親子）

入園式

卒園式

検温　消毒　マスク着用　換気　空気清浄機
年長児のみ　在園児参加なし　人数制限　保護者１名迄　保護者２名迄　来賓参加な
し　高齢者の参加控え
内容変更（式次第見直し　挨拶等短縮　証書を園長が園児の前に行って渡した　クラス
ごとに証書授与を行った。歌も最小限）　規模縮小　時間短縮（２０分　３０分　９０分）
　３分割で実施　謝恩会なし　茶話会なし　紅白饅頭なし　謝恩会の１部を含めた１時
間　３密対応（距離をとる）　動線の見直し　ビデオレター　園で開催　従来通り（卒園
児が少なかった為）
２週間の体調確認　咳症状は休んでもらう

●検討中（令和3年度3月をどの様に開催すればよ
いか、人数制限、時間短縮、合唱をどうするか、3月な
のでギリギリまで行えるか判断が厳しい）●可能な
限り従来開催したい、R3年3月も同様に行う予定、今
後も30分で行って行く予定、次回は謝恩会の要素は
含まないで開催、●コロナウイルスの感染状況によ
る（時間短縮、人数制限、安全面などに留意間隔の確
保、）●検温、消毒、マスク着用、換気●縮小してみ
て、かえってゆったりと出来たので、この形態で実施
予定●今まで通り（縮小前）がいいと保護者から要望
あり。

衛生面

参加者、人数

内容、環境面

体調面

検温　消毒　マスク着用　換気　空気清浄機
新入園児のみ　人数制限　保護者１名迄　保護者２名迄　保護者３名迄　来賓参加な
し　任意参加
内容変更（式次第の見直し　放送を使用　日程変更　説明会同時開催　新入園児のみ
個別来園　撮影場所設置　プリント配布、後日記念撮影のみ実施　新入園児のみ入園
式　時間差で在園児の説明会　玄関に写真撮影用の立て看板設置　戸外を利用　以
上児、未満児に分けて開催　園長挨拶を園内放送）　規模縮小　時間短縮（２０分　３０
分　９０分　２０分を５回）　クラスごと　各年齢で　時間差、紅白饅頭なし、お祝いのメ
ダルを渡す、３密対応（距離をとる）、７月に懇談会を兼ねて挨拶
中止を貼り紙で知らせる、普段園で生活しない人が来園の為、各クラスで顔合わせ、新入
園児保護者のみ短時間のならし保育をする、令和３年度は実施予定、各クラスで保護者
だけの懇談を短時間

●検討中（入園説明会を面談式、屋上園庭で開催す
るか検討中）●コロナウイルスの感染状況による（人
数制限、時間短縮、内容縮小、、配置、個別対応、２部
屋に分けて実施）●可能な限り従来開催したい、●来
年度は２年分まとめて行う予定●来賓参加なし、検
温、消毒、マスク着用、換気●来園者の感染●担任の
顔と名前の一致に時間がかかる●クラスの詳しい説
明ができない。●令和３年度は実施しない●通常よ
り実施なし

衛生面

参加者、人数

開催

中止

園児のみ、家族単位
春を１０月、１１月に変更
１１月の動植物園での遠足は実施。家族単位でまわってもらうようにした、遠足ごっこを園
庭で実施、予定していた親子での収穫体験を園庭に移動させ園児のみで行った、貸切バ
スを使用せず、現地集合解散として午前中で行う、保護者なし、近隣の公園へ変更、近く
の公園に徒歩で、年長のみの参加に縮小にて開催、園児のみ、徒歩で行ける範囲で検討、
目的地は子供たちで決める
行先予定が緊急事態宣言で休園した、多数の保護者の交流を避けるため、大型バス移動
の為３密を防げない

●3月の5歳児お別れ遠足は検討中●収まり次第例
年通り●保護者同士の交流をどう計画していくか●
現地集合（クラス単位）プログラムの変更を検討●令
和3年度、園から現地へ歩いて行く事を止め、現地集
合にし、ネイチャーゲームの内容で工夫●園児、保護
者、職員と合わせるとかなりの人数になってしまうの
で、しばらくは実施が難しい●広い公園に集合時間
をずらして開催したい●バス使用行事は当面中止●
予防法が確立するまでは見合わせる

参加者、人数

開催時期

内容変更

中止理由

園児のみ、保護者運営、年長児のみ、以上児のみ、年長児の保護者のみ、年長児と保護者
１名、保護者２名迄、保護者会役員、人数制限
クラスごと、時間差、以上児、未満児別日で開催、お店屋さんごっこ、縁日ごっこに変更、ク
ラスごとにダンス、職員が複数のおやつを販売し３歳以上が食券で購入して食す、密にな
らないようにコーナーを増やし対応、ライブ配信実施、写真、動画、スライドショーで配信、
時間短縮（２０分）、浴衣可、撮影して保護者へ配布、食品バザー取りやめ、地域や父母の
会主催も中止、園児のスーパーの買い物は中止した

●時間制限なしで密にならないように検討●元々秋
祭りとして実施、年長児、年中児のみこしの練り歩き
は観覧する保護者も含め密になる●ハロウィン祭り
として園児、職員、父母の会役員で実施予定●地域、
高齢者と関わる際の配慮●つまらなかったので盛大
に●地域の方との交流が出来ない

参加者、人数

内容、環境面

園児のみ
子ども達だけでお店屋さんごっこ、保護者会主催の為取りやめる、夜のイベントとして学
年ごとに時間をずらし、保護者と入場、卒園児招待や地域の呼びかけをなくした

●今後も中止していく方向性●感染が落ち着けば以
前のように実施予定●園内の開催なので密にならな
いように配慮●飲食を伴うので来年度も状況が変わ
らなければ難しい

参加者、人数

内容、環境面

園児のみ、年長児のみ、以上児のみ、４、５歳児のみ、保護者参加なし
バスを大型にした、バスを増やす、座席工夫、換気、バス乗車中マスク着用、園バスを利
用、少人数の乗車、バス乗車前の検温、消毒、歌、おしゃべりのないバスレク、クラスごとに
バス乗車、３往復、バス、公共機関を使わない、クラスごとにバス乗車　大型バスに半数の
定員　バス運転手の感染予防　
２クラスを１クラスに縮小　地域の方が掘り,園児が収穫　外部の畑の芋を園庭に移動、
園庭で育てた分をクラスごとに分かれて収穫体験後日焼き芋予定　園内の芋畑で行う
　徒歩圏内の畑　近くの畑、４、５歳児のみ　アルコール持参　弁当は帰園後　親子参
加で現地集合・解散（移動時の密を避ける）　各クラス分かれて　姉妹園と合同　受け
入れ施設の対策を調べる　時間差　クラスごとにバス乗車、日程を分ける
隣の公園にお散歩、帰園後弁当　徒歩で近くの公園　ハロウィンと会食に変更　中止、
園児のみ徒歩で動植物園　近所などで計画　近隣の公園　クラスごとに近所の公園ミ
カン狩り、４，５歳児のみ、バス乗車

●バス内での感染、運転手との接触●ミカン狩りに
代替、年長児のみ●バスでの密や感染が心配●貸切
バスを心配して参加しない園児が１名●バス利用の
不安●来年は３歳も●バス移動ではなく徒歩で行け
るところを模索●西鉄バスや地下鉄で移動を実施し
ていた事が出来ない

参加者、人数

バス

場所、収穫方法等

代替方法

園児のみ　以上児のみ　４，５歳児のみ　年長児のみ　保護者２名迄　保護者１名迄、
保護者参加なし　年齢ごと　クラスごと　以上児保護者　来賓の参加なし　クラス単位
を横割り
人数制限　時間差　時間短縮　リモート　入れ替え制　内容縮小　会場変更　内容変
更　検温　消毒　マスク着用　換気　空気清浄機　保護者参加なし映像をDVD化、配
布予定　未満児ビデオ録画　１クラス３０分以内以上児、未満児時間を分ける　回数を
分ける　出入口の区別ネット配信　音楽発表と劇発表を分ける　３部制　映像配信　自
由入退場　午前、午後　日にちをずらす　０～４歳児はDVD配布　従来通り、５００名収
容のホールを借りている

●リモートでの開催を検討●リモートを受け入れて
もらえるか●これを機に縮小を考えている●インフ
ルエンザとコロナが拡大しないか心配●縮小しても
感染の恐れが０にならない事●園内ホールでは密は
避けられない、時間差でも消毒に時間を取られる●
動画配信がうまく出来るか●対策を取っていても心
配●屋内の為、密が避けられない●感染の状況によ
り中止、リモート検討

参加者、人数

内容、環境面

以上児のみ　年長児のみ　保護者１名迄　保護者２名迄　人数制限　
１日３組限定　普段の保育を写真（お便り）で伝える　時間短縮　日程を分けて　６月は
中止、２月は検討中　前期は中止　時間帯を分割　写真で知らせる　ブログを使用　検
温　消毒　マスク着用　換気　空気清浄機　３密対応（距離をとる）　未満児クラスの
み１日１組　日々のクラスノート　年１回に変更、平日１０日間、各クラス５名以内　オン
ライン予定　時間を決める、密にならないように　日程を増やす　以上児のみ９～１１月
実施　１日に３名　時間短縮（３０分以内）　保護者アンケートにより中止　以上児、未満
児に分けて実施　期間を設けて少人数　保育室への立ち入りと給食の試食を取りやめ
　前期は中止、後期は保護者を分散して実施予定　以上児、未満児交代時間制　室内分
は中止、体操教室参観は回数を分けて人数制限　３日間開催を１０日に　６月は中止、
11月はオンライン

●期間を決めて人数制限、●室内で密になるので再
開の判断が難しい●リモートでの開催を検討●内容
や場所の再検討により実施出来れば●子どもの成長
した姿を見て頂く機会がない●感染が落ち着いてい
れば年度末に行う●保護者の要望あり再検討●個人
懇談を全クラス行う●保育参観ではなく少人数で行
う保育参加に変更●日程、場所の都合で今後はでき
ないのでは？●保護者１名迄、不満の声も●次年度
は実施未定●生活発表会時に通常の様子を放映

参加者、人数

内容、環境面

園児のみ　以上児のみ　以上児と誕生児　年長児保護者　以上児保護者　誕生児の
み　誕生児と年長児のみ　人数制限　園児の誕生日に保護者１名迄　以上児と誕生者
の保護者参加　未満児は紹介
各クラスで　学年ごとに　以上児未満児分ける　２回に分けて実施　園内放送　　
ホール使用　ホールからクラスへ変更　園児の誕生日にクラスで　時間短縮　内容変
更　内容縮小　会食なし　　距離を取る　換気　消毒　保育士のマスク着用　以上児
はマスク着用　2カ月に１回　動画撮影　動画配信　０～３は各クラスで、４、５歳児は
ホール使用　例年は職員とケーキを買いに行くが、紙粘土制作に変更

●元に戻したい●特別感が薄れる事●今後の様子を
見ながら元に戻す●来年４月より全体で実施予定

参加人数

内容、環境面

従来通り 縮小 中止 行ってない

10 134 2 2

従来通り 縮小 中止 行ってない

11 79 54 6

従来通り 縮小 中止 行ってない

4 12 112 19

従来通り 縮小 中止 行ってない

8 61 51 26

従来通り 縮小 中止 行ってない

2 2 46 85

従来通り 縮小 中止 行ってない

56 44 27 18

従来通り 縮小 中止 行ってない

14 110 5 4

従来通り 縮小 中止 行ってない

5 35 94 94

従来通り 縮小 中止 行ってない

46 84 11 4

コロナに振り回された１年になりましたね。みんなの健康はもちろんですが、子どもたちや保護者、そして職員たちのメンタルを
心配する声も出ています。そこで緊急アンケートをお願いしましたがその結果が出ましたので掲載します

・保護者の意向
・涼しくなってからお便りで着用を推奨
・２歳児未満は着用しない、以上児は運動時のみ外す
・バスに乗る時、咳をしている時
・園外

・以上児は着用義務
・衛生管理が出来ない

・送迎の園内に入る際のお願い
・貼り紙やお手紙
・マスクを忘れた場合、２０円で購入してもらう
・メールでお願い
・行事参加時

・マスク不着用、園舎に入れない

・園庭や公園で取る事可能
・基本はつけない
・体調による、保育中は着用
・状況に応じ外す
・園で購入、配布

・外して話さない様徹底
・場面によりフェイスシールド着用
・保護者対応時は着用
・出勤時マスク交換
・月に定数枚配布

・表情がわかりにくい、子どもの発達に影響が出るのでは
・酸欠
・熱中症
・マスクをしてない事への保護者の目線
・マスク不足

・どこまで行うか
・保育士の負担
・３密対応
・換気の際の近隣からの苦情
・消毒液の消費、値上がり、在庫

・手荒れ

・手荒れ
・３密対応
・次亜塩素酸の効果
・消毒液等必要な物が
 手に入らなくなる

・顔にかかる、手荒れ
・保育士が見ていないと適切な消毒が出来ない
・必要以上に使う
・消毒液の費用
・ゴム手袋の値段高騰、手に入らない

・着用してもずらしている
・マスクの管理
・保護者の要請
・熱中症
・言葉や表情の発達

・酸素不足
・かぶれ

・着用を拒む、他児との接触
・不審者との区別
・誰だかわからない
・着用忘れ
・保護者からの感染

・いつまで着用するか
・かぶれ
・費用

・送迎時間のみ
・行事でマスク、
 マウスシールド着用
・手作りマスク配布

消
毒
に
つ
い
て

マ
ス
ク
に
つ
い
て

従来通り 新たな対応

42 107

従来通り 新たな対応

54 98

職員会
給食時の配膳活動やクッキング
お泊り保育
子育て講座
クリスマス会
園内掲示物
園児の歌と鍵盤ハーモニカ

クラスから1人だけ参加して伝え合う　リモート検討
中止
日帰り　場所を県内に　園外と１９時半お迎え
縮小　２部制　人数制限　マスク着用　消毒
縮小　全体からクラスごとに
ホームページでフォロー
中止　一斉に歌う、鍵盤ハーモニカを中止し楽器の演奏に変更 ●歌う楽しさや声を出す喜びを体験させられない

令和2年12月17日発行 （2） 第125号令和2年12月17日発行（3） 第125号



　「
過
去
最
強
ク
ラ
ス
」
と
い
わ
れ
、

一
時
は
特
別
警
報
発
令
も
視
野
に

入
れ
ら
れ
て
い
た
9
月
の
台
風
10

号
で
す
が
、
九
州
へ
の
接
近
を
前

に
し
た
9
月
4
日
（
金
）
の
段
階

で
福
岡
市
か
ら
市
政
初
の
「
保
育

園
全
園
休
園
（
公
共
交
通
機
関
の

運
休
が
条
件
）」
が
各
園
に
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
園
児
と
職
員
の
命
を

預
か
る
園
長
の
立
場
と
し
て
、
福

岡
市
の
大
英
断
に
深
く
感
謝
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　『
た
だ
ち
に
自
ら
の
命
を
守
る
行

動
に
出
て
下
さ
い
』
と
い
う
特
別

警
報
が
制
定
さ
れ
た
の
が
平
成
23

年
。
同
年
9
月
に
紀
伊
半
島
に
死

者
90
人
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
12
号
が
契
機
で

し
た
。
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
も

い
わ
れ
る
自
然
災
害
の
〝
モ
ン
ス

タ
ー
化
"
に
国
が
対
応
し
た
の
で

す
。

　
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
翌

年
の
平
成
24
年
7
月
に
特
別
警
報

発
令
の
恐
れ
が
あ
る
強
力
な
台
風

が
福
岡
市
に
上
陸
す
る
こ
と
が
確

実
視
さ
れ
て
い
た
時
の
話
で
す
。

早
良
区
選
出
の
平
畑
市
議
の
お
取

り
計
ら
い
で
当
時
の
福
岡
市
役
所

の
方
と
電
話
で
お
話
し
で
き
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
服

務
の
宣
誓
（
註
1
）
を
行
う
公
務

員
と
違
っ
て
保
育
園
職
員
は
命
の

危
険
を
か
け
て
ま
で
仕
事
す
る
義

務
は
な
く
、
こ
れ
に
対
し
て
『
出

勤
せ
よ
』
と
い
う
の
は
生
存
権
の

侵
害
に
あ
た
り
ま
せ
ん
か
」
と
い

う
、
か
ね
て
か
ら
の
疑
問
を
口
に

し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
市
職
員
の

方
は
「
そ
れ
で
も
保
育
園
を
閉
め

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
家
庭
保
育
の
要
請
も
や
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
大
災
害
時
に
お

い
て
も
保
育
の
需
要
は
確
実
に
あ

る
の
で
す
」
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
な
る
と
民
間
保
育
園
の
職

員
が
災
害
で
死
亡
し
た
場
合
、
誰

が
責
任
を
取
る
の
か
、
と
い
う
問

題
が
出
て
き
ま
す
。「
災
害
時
無
過

失
責
任
主
義
（
註
2
）
の
行
政
と

違
っ
て
民
間
保
育
園
で
は
園
長
、

理
事
長
に
全
責
任
が
降
り
か
か
る
。

市
職
員
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
遺

族
年
金
ま
で
支
給
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
福
岡
市
は
園
長
・
理
事

長
を
守
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
す

か
?
」。
そ
れ
に
対
し
て
明
確
な
答

え
は
い
た
だ
け
ず
、
た
だ
「
園
は

開
け
て
い
た
だ
く
が
、
今
後
の
検

討
課
題
に
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

と
い
う
答
え
を
得
た
だ
け
で
し
た
。

つ
ま
り
意
訳
す
れ
ば
「
休
園
す
る

こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
ず
、
現
段

階
で
は
市
は
責
任
も
取
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
わ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
考
え

る
と
今
回
の
全
園
休
園
措
置
は
隔

世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
だ
け
災
害
の
規
模
が
予
想
を
は

る
か
に
上
回
る
も
の
に
な
り
つ
つ

あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
9
月
の
「
全
園
休
園
措
置
」
に

つ
い
て
は
「
台
風
10
号
に
限
り
」

と
い
う
条
件
が
付
帯
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
前
に
福
岡
市
は
「
保

育
所
等
の
避
難
情
報
発
令
時
に
お

け
る
臨
時
休
園
等
の
取
扱
い
」（
令

和
2
年
8
月
21
日
・
指
監
第

3
8
8
号
=
別
添
）
を
出
し
て
い

ま
す
。
地
方
自
治
体
が
出
す
警
報

レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
保
育
園
の
対
処

す
べ
き
方
針
を
示
し
「
休
園
」
の

定
義
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
台
風
に
お
け
る
気
象
庁

発
令
の
「
特
別
警
報
」
と
の
関
連

性
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い

え
、
福
岡
市
の
方
針
は
ま
さ
し
く

子
ど
も
と
保
育
園
職
員
の
命
を
優

先
す
る
英
断
に
間
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
我
々
保
育
園
職
員
も
、
園

独
自
の
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や

避
難
訓
練
、
研
修
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
子
ど
も
の
命
と
同

僚
を
し
っ
か
り
と
守
れ
る
保
育
園

に
な
る
べ
く
努
力
を
重
ね
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

◆
註
1
「
服
務
の
宣
誓
」＝
公
務
員

が
そ
の
任
官
時
に
「
私
は
、こ
こ
に
、

主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
認

め
る
日
本
国
憲
法
を
尊
重
し
、
且

つ
、
擁
護
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い

ま
す
。
私
は
、
地
方
自
治
の
本
旨

を
体
す
る
と
と
も
に
、
公
務
を
民

主
的
且
つ
能
率
的
に
運
営
す
べ
き

責
務
を
深
く
自
覚
し
、
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
誠
実
且
つ
公
正
に
職

務
を
執
行
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い

ま
す
（
例
）」
な
ど
宣
誓
す
る
事
。

◆
註
2
「
災
害
時
無
過
失
責
任
主

義
」＝
公
務
上
の
災
害
に
つ
い
て

（
権
原
者
の
過
失
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
）
国
が
す
べ
て
の
賠
償
責
任

を
負
う
事
。
出
勤
を
命
じ
ら
れ
た

公
務
員
が
災
害
出
勤
時
に
死
亡
し

て
も
上
司
個
人
は
責
任
を
問
わ
れ

な
い
。

　
9
月
1
日
は
防
災
の
日
で
す
。

11
月
5
日
は
津
波
防
災
の
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
地
震
、
暴
風
、・
水
害
等

の
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
起
き
る

災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で

す
。
福
岡
は
他
地
域
と
比
べ
自
然

災
害
は
少
な
い
方
だ
と
思
わ
れ
ま

す
が
決
し
て
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
台
風
は
そ
の
大
き
さ
、
進
路
、

勢
力
、
到
達
時
間
な
ど
か
な
り
正

確
な
予
報
が
出
さ
れ
ま
す
が
、
大

ま
か
な
進
路
、
風
力
な
ど
の
情
報

が
主
で
、
そ
れ
に
よ
り
二
次
的
に

引
き
起
こ
さ
れ
る
堤
防
決
壊
や
土

砂
災
害
、
竜
巻
や
突
風
被
害
な
ど

に
つ
い
て
は
大
ま
か
な
予
測
し
か

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
よ
り
広
い
地
域
に
大
き

い
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ

る
地
震
の
予
知
は
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち

を
預
か
っ
て
お
り
保
育
中
は
そ
の

子
た
ち
の
命
を
守
る
努
力
を
す
る

事
が
義
務
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
は
起
き
な
い
事
を
願
う
ば

か
り
で
す
が
、
今
回
は
予
め
備
え

て
お
く
べ
き
備
蓄
品
な
ど
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

発
災
後
の
確
認
事
項

・
園
児
、
職
員
の
安
否
確
認
、
人
数

の
把
握

・
施
設
の
被
害
状
況
確
認
、
被
災
個

所
の
把
握
、

・
園
内
で
の
継
続
し
た
安
全
確
保
が

可
能
か

・
避
難
場
所
の
情
報
の
収
集

・
情
報
の
把
握
、
外
部
と
の
通
信

連
絡
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
状
況
、

・
安
全
の
確
保
が
確
認
さ
れ
た
後
、

保
護
者
、
関
係
各
機
関
に
連
絡

孤
立
し
た
場
合
に
備
え
て
の
備
蓄
品

・
給
食
提
供
に
必
要
な
食
料
品
関
係

　
水
、
ミ
ル
ク
（
粉
、
液
体
）、
米
、

乾
麺
、
レ
ト
ル
ト
食
品
類
、
お

菓
子
類
、
ジ
ュ
ー
ス
、
な
ど

　
使
い
捨
て
食
器
類
、
ラ
ッ
プ
類
、

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

・
衛
生
管
理
関
係

　
ア
ル
コ
ー
ル
.
次
亜
塩
素
酸
な

ど
消
毒
殺
菌
用
薬
品
類
、
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

　
使
い
捨
て
手
袋
、
石
鹸
、
ゴ
ミ
袋
、

レ
ジ
袋
、
ラ
イ
ト
等
照
明
器
具
、

乾
電
池
、
毛
布
、
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
等
防
寒
用
品
、
軍
手
、
ガ

ム
テ
ー
プ
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、

マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
キ
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
・
簡
易
ト
イ
レ
、
バ
ケ
ツ
、
雑
巾
、

紙
お
む
つ
、
お
尻
ふ
き

・
事
務
関
連

　
関
係
各
機
関
連
絡
先
一
覧
、
園

児
名
簿
、
救
急
応
急
手
当
用
薬

品
、
懐
中
電
灯
、
時
計
、
携
帯

ラ
ジ
オ

 

保
育
の
維
持
の
た
め
の
備
品

・
お
ん
ぶ
紐
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
リ
ー

ド
ロ
ー
プ
な
ど

・
遊
具
、
絵
本
、
お
菓
子
類

・
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
職
員
間
の
連

絡
ツ
ー
ル

・
着
替
え
用
衣
類
、
布
団
、
毛
布
、

バ
ス
タ
オ
ル
等

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
お
し
り
ふ
き
、

紙
お
む
つ
等

・
食
器
類
、
ス
プ
ー
ン
、
お
箸
、
哺

乳
瓶

・
消
毒
用
薬
品
類

そ
の
他
の
対
策

・
水
道
、
ガ
ス
、
電
気
な
ど
の
供
給

が
遮
断
さ
れ
た
場
合
の
対
策

・
外
部
と
の
連
絡
ツ
ー
ル
の
確
保

・
備
蓄
品
の
保
管
場
所
，
量
、
賞
味

期
限
、
な
ど
の
管
理
確
認

・
職
員
、
園
児
の
体
調
管
理
用
器
具

薬
品
類

・
掃
除
や
片
付
け
の
た
め
の
用
具
な

ど
　
防
災
は
先
ず
自
助
、
共
助
、
そ

し
て
公
助
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
助
、
共
助
に
は
必
要
物
品
の
備

え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
一
番
重
要

な
の
は
自
ら
の
心
構
え
と
適
確
な

行
動
力
、
冷
静
な
判
断
力
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
わ
し
た
ち
の
力

で
は
自
然
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
そ
れ
に
は
日
頃
か
ら
の
安
全

対
策
、
防
災
対
応
力
、
周
り
の
状

況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
力
、
そ

し
て
正
し
い
判
断
と
行
動
だ
と
思

い
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
起
き
な
い
事
を
願
う
ば

か
り
で
す
が
、
日
頃
の
訓
練
を
欠

か
さ
ず
、
し
っ
か
り
と
し
た
準
備

と
心
構
え
を
整
え
万
が
一
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

　
故
人
曰
く
〝
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
〞
と
　
　
　
　
　
　

信
和
保
育
園
園
長
　
伊
藤 

嘉
朗

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
に
、
私
た
ち
大
人
も
子
ど
も
も

こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
保
育
の
ス
タ
ー
ト
は
、
職
員

が
各
自
の
体
調
管
理
を
し
つ
つ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
と
保
育
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
試
行
錯
誤
、
工
夫
し
な
が
ら
作

り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
第
二
波
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
!

と
新
聞
紙
面
、
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
を
見

聞
き
す
る
と
喜
び
、
し
か
し
第
三
波
が
い

つ
来
る
か
も
わ
か
ら
ず
。
こ
こ
で
気
を
緩

め
て
は
い
け
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
が
重
要
な
乳
幼
児
期
の
保
育

に
悩
ま
し
い
思
い
を
抱
え
保
育
に
邁
進
す

る
日
々
で
し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
、
社
会
福
祉
法
人
真
正
会

白
百
合
心
理
・
社
会
福
祉
研
究
所
作
成
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
保
育
園
生

活
（
乳
児
用
）
〜
心
の
健
康
と
ケ
ア
〜
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
平
野
園
長
よ
り
情
報
提

供
を
受
け
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
こ
の
内
容
を

直
接
解
説
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員
み
ん

な
で
学
習
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
同
研

究
所
の
所
長
　
青
木
紀
久
代
先
生
に
園
内

研
修
の
講
師
依
頼
を
行
う
と
快
諾
い
た
だ

き
、
園
内
研
修
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
始
め
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
社
会
の
変
化
を
時
系
列
で

振
り
返
り
ま
し
た
。
1
月
末
に
国
内
初
の

感
染
が
確
認
さ
れ
、
2
月
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
が
入
港
し
検
疫
を
始

め
、
国
内
初
の
死
者
が
生
じ
ま
し
た
。
わ

ず
か
1
か
月
で
状
況
は
一
変
、
全
世
界
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、

3
月
2
日
に
は
全
国
の
学
校
に
休
校
要
請

が
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
保
育
園
は
閉

園
で
き
ず
、
保
育
園
は
保
護
者
や
子
ど
も

と
関
わ
る
た
め
、
ど
こ
で
、
誰
が
感
染
源

に
な
る
か
わ
か
ら
ず
、
保
育
士
は
不
安
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
、
保
育
園
の

特
性
上
、
保
護
者
は
い
ろ
ん
な
職
種
の
方

が
い
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
っ
て
い
る

た
め
リ
ス
ク
は
高
い
こ
と
か
ら
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
園
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
マ

ス
ク
着
用
の
影
響
に
つ
い
て
、
6
月
に
あ

る
発
達
心
理
学
者
が
子
ど
も
は
す
ぐ
に
慣

れ
る
、
適
応
力
が
…
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

青
木
先
生
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
大
人
が
マ
ス
ク
を

つ
け
る
こ
と
で
照
ら
し
合
わ
せ
が
な
く
な

り
、
そ
の
結
果
、
食
事
の
丸
の
み
が
増
え
、

食
べ
る
意
欲
が
減
退
し
残
食
が
増
え
ま
す
。

す
な
わ
ち
孤
食
と
同
じ
で
す
。
子
ど
も
は

自
分
の
内
部
感
覚
を
共
に
い
る
人
の
同
じ

行
動
が
同
じ
気
持
ち
に
な
る
の
で
あ
る
か

ら
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク
も
出
て
き
ま

し
た
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
や
や
こ
し

い
の
で
保
育
に
は
不
向
き
で
す
。
マ
ス
ク

越
し
で
は
伝
わ
り
に
く
く
、
話
を
聞
か
な

い
子
が
増
え
ま
し
た
。
マ
ス
ク
越
し
で
は

声
が
こ
も
る
た
め
大
き
な
声
を
出
す
こ
と

に
な
り
、
怒
鳴
っ
て
い
る
よ
う
な
保
育
に

な
り
ま
す
。
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
の
大
切

さ
、
少
し
距
離
を
と
り
、
口
の
動
き
を
見

せ
「
も
ぐ
も
ぐ
、
ご
っ
く
ん
」
と
一
緒
に

食
べ
る
こ
と
に
す
る
と
、
残
食
が
減
っ
た
、

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
大
人
が
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
る
と
子
ど

も
は
表
情
を
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。
声
も
聞

き
取
り
に
く
く
、
斜
め
か
ら
で
は
わ
か
ら

な
い
の
で
、
大
人
が
身
体
の
向
き
を
変
え

て
伝
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
歌
を
歌
う
と
き
、
み
ん
な
と
一

緒
に
大
き
な
声
で
歌
い
た
い
で
す
よ
ね
。

覚
え
た
て
の
歌
も
、
自
信
が
な
く
、
声
が

出
せ
な
く
な
る
こ
と
も
。
保
育
士
の
口
パ

ク
で
も
い
い
の
で
保
育
を
代
替
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
反
応
と
関

わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ぼ
ー
っ
と
し

て
活
動
に
参
加
で
き
な
い
子
、
椅
子
の
下

に
も
ぐ
る
子
が
い
て
、
保
育
士
が
そ
の
子

と
同
じ
行
動
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
ど

う
し
て
ぼ
く
の
こ
と
が
わ
か
る
の
?
」
と

言
っ
た
そ
う
で
す
。
時
に
は
同
じ
行
動
を

し
て
、
子
ど
も
に
寄
り
添
い
気
持
ち
を
理

解
す
る
こ
と
や
、「
こ
の
子
は
ど
ん
な
気
持

ち
な
ん
だ
ろ
う
ね
」
と
話
し
合
う
こ
と
、

子
ど
も
の
様
子
を
丁
寧
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
の
家

族
の
分
離
や
別
れ
が
あ
っ
た
と
き
、
突
然

の
大
切
な
人
と
の
分
離
体
験
や
、
感
染
症

に
伴
う
大
人
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
様
子
や

慌
た
だ
し
い
雰
囲
気
は
、
子
ど
も
を
不
安

に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症

に
付
随
し
た
心
無
い
誹
謗
中
傷
に
さ
ら
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
安
心
感
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
「
そ
ば
に
い
る
よ
」
目

配
り
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
満
た
す
か
か
わ

り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
家
族
の
死
や
離
別
、

と
り
わ
け
親
の
闘
病
や
死
と
い
っ
た
出
来

事
は
、
子
ど
も
に
大
き
な
不
安
を
喚
起
す

る
体
験
で
ケ
ア
が
必
要
。「
お
星
さ
ま
に

な
っ
た
ん
だ
よ
。
見
守
っ
て
く
れ
て
る
よ
。

い
つ
か
は
み
ん
な
行
く
ん
だ
よ
」
子
ど
も

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
表
現
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
今
年
度
の
行
事
を
ど
う
考
え
た
か
。
行

事
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
奪
わ
れ
る
育
ち
、

発
達
を
ど
う
考
え
る
か
?
保
育
を
ど
う
代

替
さ
せ
て
保
障
し
て
い
く
か
、
ど
う
や
っ

た
ら
で
き
る
か
考
え
る
。
す
な
わ
ち
保
育

の
「
工
夫
」
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行

す
る
以
前
は
素
晴
ら
し
い
環
境
の
下
で
施

設
運
営
が
で
き
て
い
た
学
童
保
育
施
設
が

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
一
変
し
ま
し
た
。
外
側

に
あ
る
環
境
が
崩
れ
ち
ゃ
う
と
ど
ん
な
こ

と
が
起
こ
る
か
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
も
う
一
つ
の
学
童
保
育
は
子
ど
も

た
ち
の
心
身
の
ス
ト
レ
ス
、
落
ち
着
か
な

い
様
子
か
ら
、
従
来
の
保
育
で
は
補
え
き

れ
な
い
と
考
え
、
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
を
取

り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
て
実
践
し

た
こ
と
で
上
手
く
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
半
期
を
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
を
ど
う
考
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
て
て
実

践
し
て
い
く
か
が
大
事
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
が

長
期
化
す
る
中
で
は
、
自
分
の
こ
と
は
後

回
し
に
な
り
が
ち
。
一
番
大
切
な
こ
と
は

自
分
自
身
の
セ
ル
フ
ケ
ア
で
す
。

・
休
み
は
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。
気
分

転
換
も
大
切
。

・
仕
事
で
の
体
験
や
苦
労
を
同
僚
と
分
か
ち

合
う
時
間
を
意
識
し
て
持
つ
。

・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
法
を
自
身
の
た
め
に

行
う
。

・
一
人
で
考
え
ず
に
相
談
を
、
子
ど
も
の
こ

と
職
員
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
家
族
の

こ
と
で
も
誰
か
に
相
談
で
き
る
こ
と
が
、

と
て
も
大
切
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
状
況

が
一
変
し
、
様
々
な
制
限
を
強
い
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
保
育
を
ど
う
保
障
し
て

い
く
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
研
修
で
し
た
。

今
ま
で
の
保
育
か
ら
得
た
、
知
識
、
経
験

を
も
と
に
、「
架
け
ら
れ
た
梯
子
を
外
さ
れ

た
時
、
本
当
の
保
育
の
力
が
試
さ
れ
る
」

こ
と
を
、
青
木
先
生
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
保
育
園
生
活
〜
心
の
健

康
と
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
青
木
先
生
は
、
昨
年
ま
で
お
茶
の
水
女

子
大
学
大
学
院
で
臨
床
心
理
士
を
目
指
す

学
生
を
指
導
さ
れ
る
傍
ら
、
全
国
保
育
士

会
研
究
大
会
の
分
科
会
助
言
者
を
現
在
も

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
、
社
会
福

祉
法
人
真
正
会
理
事
長
と
し
て
、
乳
児
院

や
心
理
・
社
会
福
祉
研
究
所
の
運
営
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
、
学
術
的
に
子
ど
も
の
育

ち
の
た
め
に
保
育
士
が
コ
ロ
ナ
禍
で
す
べ

き
こ
と
を
説
き
つ
つ
も
、
保
育
士
の
抱
え

る
悩
み
に
も
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る
。
ま

さ
し
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
心
の
健
康
と
ケ
ア

を
考
え
る
と
き
、
子
ど
も
た
ち
と
保
育
士

の
た
め
の
指
導
者
と
し
て
講
義
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
園
内
研
修
に
は
口
コ
ミ
で
5
か
所

ほ
ど
の
他
園
の
先
生
方
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
充
実
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
参
集
し
て
の
大
き
な
研
修
は
中
止

や
延
期
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
保
育
の
質

の
確
保
・
向
上
の
た
め
に
も
研
修
の
機
会

の
確
保
は
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。

（
参
考
・
引
用
文
献
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
保
育
園
の
生

活
（
乳
児
用
）
〜
心
の
健
康
と
ケ
ア
〜
」

白
百
合
心
理
・
社
会
福
祉
研
究
所
　
所
長
　
青
木

紀
久
代
　
研
究
員
　
村
上
葉
月
　
大
下
侑
里
子
　

太
田
真
由
美
　
麻
田
萌
2
0
2
0
年
7
月
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
保
育
園
の
生

活
（
幼
児
用
）
〜
心
の
健
康
と
ケ
ア
〜
」

（
白
百
合
心
理
・
社
会
福
祉
研
究
所
　
所
長
　
青

木
紀
久
代
　
研
究
員
　
麻
田
萌
　
太
田
真
由
美
　

大
下
侑
里
子
　
2
0
2
0
年
8
月
）

い
る
べ
保
育
園 

　
　
　
　

研
修
担
当
　
木
村 

教
子

こ
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア

長
住
保
育
園
園
長
　
古
川 
保
浤
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災
害
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園
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災
害
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置
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て

災
害
対
策

災
害
対
策

令和2年12月17日発行 （4） 第125号令和2年12月17日発行（5） 第125号



　「
過
去
最
強
ク
ラ
ス
」
と
い
わ
れ
、

一
時
は
特
別
警
報
発
令
も
視
野
に

入
れ
ら
れ
て
い
た
9
月
の
台
風
10

号
で
す
が
、
九
州
へ
の
接
近
を
前

に
し
た
9
月
4
日
（
金
）
の
段
階

で
福
岡
市
か
ら
市
政
初
の
「
保
育

園
全
園
休
園
（
公
共
交
通
機
関
の

運
休
が
条
件
）」
が
各
園
に
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
園
児
と
職
員
の
命
を

預
か
る
園
長
の
立
場
と
し
て
、
福

岡
市
の
大
英
断
に
深
く
感
謝
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　『
た
だ
ち
に
自
ら
の
命
を
守
る
行

動
に
出
て
下
さ
い
』
と
い
う
特
別

警
報
が
制
定
さ
れ
た
の
が
平
成
23

年
。
同
年
9
月
に
紀
伊
半
島
に
死

者
90
人
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
12
号
が
契
機
で

し
た
。
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
も

い
わ
れ
る
自
然
災
害
の
〝
モ
ン
ス

タ
ー
化
"
に
国
が
対
応
し
た
の
で

す
。

　
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
翌

年
の
平
成
24
年
7
月
に
特
別
警
報

発
令
の
恐
れ
が
あ
る
強
力
な
台
風

が
福
岡
市
に
上
陸
す
る
こ
と
が
確

実
視
さ
れ
て
い
た
時
の
話
で
す
。

早
良
区
選
出
の
平
畑
市
議
の
お
取

り
計
ら
い
で
当
時
の
福
岡
市
役
所

の
方
と
電
話
で
お
話
し
で
き
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
服

務
の
宣
誓
（
註
1
）
を
行
う
公
務

員
と
違
っ
て
保
育
園
職
員
は
命
の

危
険
を
か
け
て
ま
で
仕
事
す
る
義

務
は
な
く
、
こ
れ
に
対
し
て
『
出

勤
せ
よ
』
と
い
う
の
は
生
存
権
の

侵
害
に
あ
た
り
ま
せ
ん
か
」
と
い

う
、
か
ね
て
か
ら
の
疑
問
を
口
に

し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
市
職
員
の

方
は
「
そ
れ
で
も
保
育
園
を
閉
め

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
家
庭
保
育
の
要
請
も
や
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
大
災
害
時
に
お

い
て
も
保
育
の
需
要
は
確
実
に
あ

る
の
で
す
」
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
う
な
る
と
民
間
保
育
園
の
職

員
が
災
害
で
死
亡
し
た
場
合
、
誰

が
責
任
を
取
る
の
か
、
と
い
う
問

題
が
出
て
き
ま
す
。「
災
害
時
無
過

失
責
任
主
義
（
註
2
）
の
行
政
と

違
っ
て
民
間
保
育
園
で
は
園
長
、

理
事
長
に
全
責
任
が
降
り
か
か
る
。

市
職
員
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
遺

族
年
金
ま
で
支
給
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
福
岡
市
は
園
長
・
理
事

長
を
守
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
す

か
?
」。
そ
れ
に
対
し
て
明
確
な
答

え
は
い
た
だ
け
ず
、
た
だ
「
園
は

開
け
て
い
た
だ
く
が
、
今
後
の
検

討
課
題
に
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

と
い
う
答
え
を
得
た
だ
け
で
し
た
。

つ
ま
り
意
訳
す
れ
ば
「
休
園
す
る

こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
ず
、
現
段

階
で
は
市
は
責
任
も
取
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
わ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
考
え

る
と
今
回
の
全
園
休
園
措
置
は
隔

世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
だ
け
災
害
の
規
模
が
予
想
を
は

る
か
に
上
回
る
も
の
に
な
り
つ
つ

あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
9
月
の
「
全
園
休
園
措
置
」
に

つ
い
て
は
「
台
風
10
号
に
限
り
」

と
い
う
条
件
が
付
帯
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
前
に
福
岡
市
は
「
保

育
所
等
の
避
難
情
報
発
令
時
に
お

け
る
臨
時
休
園
等
の
取
扱
い
」（
令

和
2
年
8
月
21
日
・
指
監
第

3
8
8
号
=
別
添
）
を
出
し
て
い

ま
す
。
地
方
自
治
体
が
出
す
警
報

レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
保
育
園
の
対
処

す
べ
き
方
針
を
示
し
「
休
園
」
の

定
義
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
台
風
に
お
け
る
気
象
庁

発
令
の
「
特
別
警
報
」
と
の
関
連

性
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い

え
、
福
岡
市
の
方
針
は
ま
さ
し
く

子
ど
も
と
保
育
園
職
員
の
命
を
優

先
す
る
英
断
に
間
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
我
々
保
育
園
職
員
も
、
園

独
自
の
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や

避
難
訓
練
、
研
修
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
子
ど
も
の
命
と
同

僚
を
し
っ
か
り
と
守
れ
る
保
育
園

に
な
る
べ
く
努
力
を
重
ね
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

◆
註
1
「
服
務
の
宣
誓
」＝
公
務
員

が
そ
の
任
官
時
に
「
私
は
、こ
こ
に
、

主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
認

め
る
日
本
国
憲
法
を
尊
重
し
、
且

つ
、
擁
護
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い

ま
す
。
私
は
、
地
方
自
治
の
本
旨

を
体
す
る
と
と
も
に
、
公
務
を
民

主
的
且
つ
能
率
的
に
運
営
す
べ
き

責
務
を
深
く
自
覚
し
、
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
誠
実
且
つ
公
正
に
職

務
を
執
行
す
る
こ
と
を
固
く
誓
い

ま
す
（
例
）」
な
ど
宣
誓
す
る
事
。

◆
註
2
「
災
害
時
無
過
失
責
任
主

義
」＝
公
務
上
の
災
害
に
つ
い
て

（
権
原
者
の
過
失
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
）
国
が
す
べ
て
の
賠
償
責
任

を
負
う
事
。
出
勤
を
命
じ
ら
れ
た

公
務
員
が
災
害
出
勤
時
に
死
亡
し

て
も
上
司
個
人
は
責
任
を
問
わ
れ

な
い
。

　
9
月
1
日
は
防
災
の
日
で
す
。

11
月
5
日
は
津
波
防
災
の
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
地
震
、
暴
風
、・
水
害
等

の
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
起
き
る

災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で

す
。
福
岡
は
他
地
域
と
比
べ
自
然

災
害
は
少
な
い
方
だ
と
思
わ
れ
ま

す
が
決
し
て
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
台
風
は
そ
の
大
き
さ
、
進
路
、

勢
力
、
到
達
時
間
な
ど
か
な
り
正

確
な
予
報
が
出
さ
れ
ま
す
が
、
大

ま
か
な
進
路
、
風
力
な
ど
の
情
報

が
主
で
、
そ
れ
に
よ
り
二
次
的
に

引
き
起
こ
さ
れ
る
堤
防
決
壊
や
土

砂
災
害
、
竜
巻
や
突
風
被
害
な
ど

に
つ
い
て
は
大
ま
か
な
予
測
し
か

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
よ
り
広
い
地
域
に
大
き

い
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ

る
地
震
の
予
知
は
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち

を
預
か
っ
て
お
り
保
育
中
は
そ
の

子
た
ち
の
命
を
守
る
努
力
を
す
る

事
が
義
務
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
は
起
き
な
い
事
を
願
う
ば

か
り
で
す
が
、
今
回
は
予
め
備
え

て
お
く
べ
き
備
蓄
品
な
ど
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

発
災
後
の
確
認
事
項

・
園
児
、
職
員
の
安
否
確
認
、
人
数

の
把
握

・
施
設
の
被
害
状
況
確
認
、
被
災
個

所
の
把
握
、

・
園
内
で
の
継
続
し
た
安
全
確
保
が

可
能
か

・
避
難
場
所
の
情
報
の
収
集

・
情
報
の
把
握
、
外
部
と
の
通
信

連
絡
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
状
況
、

・
安
全
の
確
保
が
確
認
さ
れ
た
後
、

保
護
者
、
関
係
各
機
関
に
連
絡

孤
立
し
た
場
合
に
備
え
て
の
備
蓄
品

・
給
食
提
供
に
必
要
な
食
料
品
関
係

　
水
、
ミ
ル
ク
（
粉
、
液
体
）、
米
、

乾
麺
、
レ
ト
ル
ト
食
品
類
、
お

菓
子
類
、
ジ
ュ
ー
ス
、
な
ど

　
使
い
捨
て
食
器
類
、
ラ
ッ
プ
類
、

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

・
衛
生
管
理
関
係

　
ア
ル
コ
ー
ル
.
次
亜
塩
素
酸
な

ど
消
毒
殺
菌
用
薬
品
類
、
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

　
使
い
捨
て
手
袋
、
石
鹸
、
ゴ
ミ
袋
、

レ
ジ
袋
、
ラ
イ
ト
等
照
明
器
具
、

乾
電
池
、
毛
布
、
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
等
防
寒
用
品
、
軍
手
、
ガ

ム
テ
ー
プ
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、

マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
キ
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
・
簡
易
ト
イ
レ
、
バ
ケ
ツ
、
雑
巾
、

紙
お
む
つ
、
お
尻
ふ
き

・
事
務
関
連

　
関
係
各
機
関
連
絡
先
一
覧
、
園

児
名
簿
、
救
急
応
急
手
当
用
薬

品
、
懐
中
電
灯
、
時
計
、
携
帯

ラ
ジ
オ

 

保
育
の
維
持
の
た
め
の
備
品

・
お
ん
ぶ
紐
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
リ
ー

ド
ロ
ー
プ
な
ど

・
遊
具
、
絵
本
、
お
菓
子
類

・
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
職
員
間
の
連

絡
ツ
ー
ル

・
着
替
え
用
衣
類
、
布
団
、
毛
布
、

バ
ス
タ
オ
ル
等

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
お
し
り
ふ
き
、

紙
お
む
つ
等

・
食
器
類
、
ス
プ
ー
ン
、
お
箸
、
哺

乳
瓶

・
消
毒
用
薬
品
類

そ
の
他
の
対
策

・
水
道
、
ガ
ス
、
電
気
な
ど
の
供
給

が
遮
断
さ
れ
た
場
合
の
対
策

・
外
部
と
の
連
絡
ツ
ー
ル
の
確
保

・
備
蓄
品
の
保
管
場
所
，
量
、
賞
味

期
限
、
な
ど
の
管
理
確
認

・
職
員
、
園
児
の
体
調
管
理
用
器
具

薬
品
類

・
掃
除
や
片
付
け
の
た
め
の
用
具
な

ど
　
防
災
は
先
ず
自
助
、
共
助
、
そ

し
て
公
助
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
助
、
共
助
に
は
必
要
物
品
の
備

え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
一
番
重
要

な
の
は
自
ら
の
心
構
え
と
適
確
な

行
動
力
、
冷
静
な
判
断
力
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
わ
し
た
ち
の
力

で
は
自
然
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
そ
れ
に
は
日
頃
か
ら
の
安
全

対
策
、
防
災
対
応
力
、
周
り
の
状

況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
力
、
そ

し
て
正
し
い
判
断
と
行
動
だ
と
思

い
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
起
き
な
い
事
を
願
う
ば

か
り
で
す
が
、
日
頃
の
訓
練
を
欠

か
さ
ず
、
し
っ
か
り
と
し
た
準
備

と
心
構
え
を
整
え
万
が
一
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

　
故
人
曰
く
〝
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
〞
と
　
　
　
　
　
　

信
和
保
育
園
園
長
　
伊
藤 

嘉
朗

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
に
、
私
た
ち
大
人
も
子
ど
も
も

こ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
保
育
の
ス
タ
ー
ト
は
、
職
員

が
各
自
の
体
調
管
理
を
し
つ
つ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
と
保
育
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
試
行
錯
誤
、
工
夫
し
な
が
ら
作

り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
第
二
波
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
!

と
新
聞
紙
面
、
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
を
見

聞
き
す
る
と
喜
び
、
し
か
し
第
三
波
が
い

つ
来
る
か
も
わ
か
ら
ず
。
こ
こ
で
気
を
緩

め
て
は
い
け
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
が
重
要
な
乳
幼
児
期
の
保
育

に
悩
ま
し
い
思
い
を
抱
え
保
育
に
邁
進
す

る
日
々
で
し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
、
社
会
福
祉
法
人
真
正
会

白
百
合
心
理
・
社
会
福
祉
研
究
所
作
成
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
保
育
園
生

活
（
乳
児
用
）
〜
心
の
健
康
と
ケ
ア
〜
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
平
野
園
長
よ
り
情
報
提

供
を
受
け
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
こ
の
内
容
を

直
接
解
説
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員
み
ん

な
で
学
習
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
同
研

究
所
の
所
長
　
青
木
紀
久
代
先
生
に
園
内

研
修
の
講
師
依
頼
を
行
う
と
快
諾
い
た
だ

き
、
園
内
研
修
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
始
め
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
社
会
の
変
化
を
時
系
列
で

振
り
返
り
ま
し
た
。
1
月
末
に
国
内
初
の

感
染
が
確
認
さ
れ
、
2
月
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
が
入
港
し
検
疫
を
始

め
、
国
内
初
の
死
者
が
生
じ
ま
し
た
。
わ

ず
か
1
か
月
で
状
況
は
一
変
、
全
世
界
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、

3
月
2
日
に
は
全
国
の
学
校
に
休
校
要
請

が
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
保
育
園
は
閉

園
で
き
ず
、
保
育
園
は
保
護
者
や
子
ど
も

と
関
わ
る
た
め
、
ど
こ
で
、
誰
が
感
染
源

に
な
る
か
わ
か
ら
ず
、
保
育
士
は
不
安
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
、
保
育
園
の

特
性
上
、
保
護
者
は
い
ろ
ん
な
職
種
の
方

が
い
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
っ
て
い
る

た
め
リ
ス
ク
は
高
い
こ
と
か
ら
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
園
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
マ

ス
ク
着
用
の
影
響
に
つ
い
て
、
6
月
に
あ

る
発
達
心
理
学
者
が
子
ど
も
は
す
ぐ
に
慣

れ
る
、
適
応
力
が
…
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

青
木
先
生
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
大
人
が
マ
ス
ク
を

つ
け
る
こ
と
で
照
ら
し
合
わ
せ
が
な
く
な

り
、
そ
の
結
果
、
食
事
の
丸
の
み
が
増
え
、

食
べ
る
意
欲
が
減
退
し
残
食
が
増
え
ま
す
。

す
な
わ
ち
孤
食
と
同
じ
で
す
。
子
ど
も
は

自
分
の
内
部
感
覚
を
共
に
い
る
人
の
同
じ

行
動
が
同
じ
気
持
ち
に
な
る
の
で
あ
る
か

ら
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク
も
出
て
き
ま

し
た
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
や
や
こ
し

い
の
で
保
育
に
は
不
向
き
で
す
。
マ
ス
ク

越
し
で
は
伝
わ
り
に
く
く
、
話
を
聞
か
な

い
子
が
増
え
ま
し
た
。
マ
ス
ク
越
し
で
は

声
が
こ
も
る
た
め
大
き
な
声
を
出
す
こ
と

に
な
り
、
怒
鳴
っ
て
い
る
よ
う
な
保
育
に

な
り
ま
す
。
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
の
大
切

さ
、
少
し
距
離
を
と
り
、
口
の
動
き
を
見

せ
「
も
ぐ
も
ぐ
、
ご
っ
く
ん
」
と
一
緒
に

食
べ
る
こ
と
に
す
る
と
、
残
食
が
減
っ
た
、

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
大
人
が
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
る
と
子
ど

も
は
表
情
を
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。
声
も
聞

き
取
り
に
く
く
、
斜
め
か
ら
で
は
わ
か
ら

な
い
の
で
、
大
人
が
身
体
の
向
き
を
変
え

て
伝
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
歌
を
歌
う
と
き
、
み
ん
な
と
一

緒
に
大
き
な
声
で
歌
い
た
い
で
す
よ
ね
。

覚
え
た
て
の
歌
も
、
自
信
が
な
く
、
声
が

出
せ
な
く
な
る
こ
と
も
。
保
育
士
の
口
パ

ク
で
も
い
い
の
で
保
育
を
代
替
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
反
応
と
関

わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ぼ
ー
っ
と
し

て
活
動
に
参
加
で
き
な
い
子
、
椅
子
の
下

に
も
ぐ
る
子
が
い
て
、
保
育
士
が
そ
の
子

と
同
じ
行
動
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
ど

う
し
て
ぼ
く
の
こ
と
が
わ
か
る
の
?
」
と

言
っ
た
そ
う
で
す
。
時
に
は
同
じ
行
動
を

し
て
、
子
ど
も
に
寄
り
添
い
気
持
ち
を
理

解
す
る
こ
と
や
、「
こ
の
子
は
ど
ん
な
気
持

ち
な
ん
だ
ろ
う
ね
」
と
話
し
合
う
こ
と
、

子
ど
も
の
様
子
を
丁
寧
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
の
家

族
の
分
離
や
別
れ
が
あ
っ
た
と
き
、
突
然

の
大
切
な
人
と
の
分
離
体
験
や
、
感
染
症

に
伴
う
大
人
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
様
子
や

慌
た
だ
し
い
雰
囲
気
は
、
子
ど
も
を
不
安

に
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症

に
付
随
し
た
心
無
い
誹
謗
中
傷
に
さ
ら
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
安
心
感
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
「
そ
ば
に
い
る
よ
」
目

配
り
と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
満
た
す
か
か
わ

り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
家
族
の
死
や
離
別
、

と
り
わ
け
親
の
闘
病
や
死
と
い
っ
た
出
来

事
は
、
子
ど
も
に
大
き
な
不
安
を
喚
起
す

る
体
験
で
ケ
ア
が
必
要
。「
お
星
さ
ま
に

な
っ
た
ん
だ
よ
。
見
守
っ
て
く
れ
て
る
よ
。

い
つ
か
は
み
ん
な
行
く
ん
だ
よ
」
子
ど
も

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
表
現
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
今
年
度
の
行
事
を
ど
う
考
え
た
か
。
行

事
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
奪
わ
れ
る
育
ち
、

発
達
を
ど
う
考
え
る
か
?
保
育
を
ど
う
代

替
さ
せ
て
保
障
し
て
い
く
か
、
ど
う
や
っ

た
ら
で
き
る
か
考
え
る
。
す
な
わ
ち
保
育

の
「
工
夫
」
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行

す
る
以
前
は
素
晴
ら
し
い
環
境
の
下
で
施

設
運
営
が
で
き
て
い
た
学
童
保
育
施
設
が

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
一
変
し
ま
し
た
。
外
側

に
あ
る
環
境
が
崩
れ
ち
ゃ
う
と
ど
ん
な
こ

と
が
起
こ
る
か
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
も
う
一
つ
の
学
童
保
育
は
子
ど
も

た
ち
の
心
身
の
ス
ト
レ
ス
、
落
ち
着
か
な

い
様
子
か
ら
、
従
来
の
保
育
で
は
補
え
き

れ
な
い
と
考
え
、
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
を
取

り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
て
実
践
し

た
こ
と
で
上
手
く
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
半
期
を
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
を
ど
う
考
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
て
て
実

践
し
て
い
く
か
が
大
事
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
が

長
期
化
す
る
中
で
は
、
自
分
の
こ
と
は
後

回
し
に
な
り
が
ち
。
一
番
大
切
な
こ
と
は

自
分
自
身
の
セ
ル
フ
ケ
ア
で
す
。

・
休
み
は
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。
気
分

転
換
も
大
切
。

・
仕
事
で
の
体
験
や
苦
労
を
同
僚
と
分
か
ち

合
う
時
間
を
意
識
し
て
持
つ
。

・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
法
を
自
身
の
た
め
に

行
う
。

・
一
人
で
考
え
ず
に
相
談
を
、
子
ど
も
の
こ

と
職
員
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
家
族
の

こ
と
で
も
誰
か
に
相
談
で
き
る
こ
と
が
、

と
て
も
大
切
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
状
況

が
一
変
し
、
様
々
な
制
限
を
強
い
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
保
育
を
ど
う
保
障
し
て

い
く
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
研
修
で
し
た
。

今
ま
で
の
保
育
か
ら
得
た
、
知
識
、
経
験

を
も
と
に
、「
架
け
ら
れ
た
梯
子
を
外
さ
れ

た
時
、
本
当
の
保
育
の
力
が
試
さ
れ
る
」

こ
と
を
、
青
木
先
生
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
保
育
園
生
活
〜
心
の
健

康
と
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
青
木
先
生
は
、
昨
年
ま
で
お
茶
の
水
女

子
大
学
大
学
院
で
臨
床
心
理
士
を
目
指
す

学
生
を
指
導
さ
れ
る
傍
ら
、
全
国
保
育
士

会
研
究
大
会
の
分
科
会
助
言
者
を
現
在
も

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
、
社
会
福

祉
法
人
真
正
会
理
事
長
と
し
て
、
乳
児
院

や
心
理
・
社
会
福
祉
研
究
所
の
運
営
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
、
学
術
的
に
子
ど
も
の
育

ち
の
た
め
に
保
育
士
が
コ
ロ
ナ
禍
で
す
べ

き
こ
と
を
説
き
つ
つ
も
、
保
育
士
の
抱
え

る
悩
み
に
も
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
る
。
ま

さ
し
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
心
の
健
康
と
ケ
ア

を
考
え
る
と
き
、
子
ど
も
た
ち
と
保
育
士

の
た
め
の
指
導
者
と
し
て
講
義
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
園
内
研
修
に
は
口
コ
ミ
で
5
か
所

ほ
ど
の
他
園
の
先
生
方
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
充
実
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま

し
た
。
参
集
し
て
の
大
き
な
研
修
は
中
止

や
延
期
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
保
育
の
質

の
確
保
・
向
上
の
た
め
に
も
研
修
の
機
会

の
確
保
は
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。

（
参
考
・
引
用
文
献
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こ
ど
も
の
え
が
お
展

（内訳）10月  28日(水)： 443人
  29日(木)： 646人
  30日(金)： 982人
  31日(土)： 888人
 11月 1日(日)： 1,207人

1. 来場者数1. 来場者数 4,166人
(内未就学児数：505人）

2.フォトコンテスト市民賞投票総数2. フォトコンテスト市民賞投票総数
334票

票数37票

　「2
0
2
0
こ
ど
も
の
え
が

お
展
」に
つ
き
ま
し
て
は
、役
員
、

係
員
を
は
じ
め
多
く
の
保
育
所

（
園
）
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、「
市
民
の
皆
さ
ん

に
福
岡
市
認
可
保
育
園
の
活
動

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
」
と

い
う
所
期
の
目
的
を
達
成
し
、

盛
会
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　「2
0
2
0
こ
ど
も
の
え
が

お
展
」
の
概
要
報
告
は
下
記
の

と
お
り
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『えがおいっぱい』
（東区）東青葉保育園　稲尾 友香

市民賞市民賞

報告

／ 沢山のご投票ありがとうございました! ＼

　
年
度
当
初
計
画
し
て
い
た
毎
年

恒

例

の
「
就

職

説

明

会

（
S
u
m
m
e
r 

f
e
s
）」
が

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
中
止
や

む
な
き
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

自
分
に
合
っ
た
就
職
先
を
探
し
た

い
就
活
学
生
、
保
育
士
不
足
に
悩

む
保
育
園
側
の
ニ
ー
ズ
を
放
置
す

る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
急
き
ょ
そ

の
代
替
案
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
ア
フ

タ
ー
・
コ
ロ
ナ
」
の
社
会
変
容
に

お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
加
速
化
は
不

可
避
で
、
短
期
間
で
の
準
備
に
は

な
り
ま
す
が
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
の

意
味
合
い
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
就
職
説
明
会
の
開
催
を
9

月
27
日
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
参
加
園
の
ほ
と
ん
ど
が
、
初
め

て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
P
C
操
作

の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
特
有
の

P
C
基
本
操
作
（
カ
メ
ラ
・
音
声
、

動
画
・
デ
ー
タ
の
共
有
等
）
の
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、
大
き
な
混
乱

は
な
い
ま
ま
本
番
に
備
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
本
番
当
日
、
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
り
複
数
の
参
加
者
が
ロ
グ
イ

ン
で
き
な
い
状
況
が
発
生
し
、
順

次
個
別
に
ロ
グ
イ
ン
対
応
し
た
た

め
時
間
が
か
か
り
多
大
な
心
配

と
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
事
は
、

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
は
急
な
ト
ラ
ブ
ル
、
質

問
等
に
対
応
す
る
た
め
の
窓
口
等

を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
問
題
点

を
改
善
し
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
参
加
園
の
個
別
説
明
は
、
予
定

よ
り
遅
れ
ま
し
た
が
、
持
ち
時
間

の
中
で
有
意
義
に
説
明
さ
れ
た
事

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ

ン
f
e
s
の
参
加
者
か
ら
主
に
次

の
よ
う
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の

で
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

・
保
育
の
特
徴
と
ど
の
よ
う
な
保

育
が
行
わ
れ
て
い
る
か

・
園
行
事
の
数
は
は
ど
の
く
ら
い
か

・
子
ど
も
と
関
わ
る
際
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
か

・
保
育
活
動
に
つ
い
て
（
一
斉
保

育
や
コ
ー
ナ
ー
保
育
等
）

・
保
育
を
行
う
上
で
園
全
体
で
大

切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
。

・
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
て

保
育
を
行
っ
て
い
る
の
か

・
園
で
1
番
大
切
に
さ
れ
て
い
る

こ
と

・
園
の
1
番
の
自
慢
や
強
み
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

・
保
育
内
容
（
縦
割
り
横
割
り
等
）

や
保
育
方
針

・
自
然
体
験
と
は
、
具
体
的
に
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か

・
壁
面
と
か
行
事
の
衣
装
等
、
先

生
方
の
負
担
は
ど
の
く
ら
い
な

の
か

・
一
ク
ラ
ス
何
人
保
育
者
が
配
置

さ
れ
て
い
る
か

・
研
修
は
ど
れ
く
ら
い
行
わ
れ
て

い
ま
す
か

・
一
斉
保
育
が
中
心
か
そ
れ
と
も

自
由
保
育
が
中
心
な
の
か
を
お

聞
き
し
た
い
の
で
す

・
日
常
的
に
さ
れ
て
い
る
食
育
活

動
が
知
り
た
い
で
す

・
子
ど
も
の
主
体
性
を
大
切
に
す

る
保
育
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
か

・
今
年
の
採
用
人
数
や
面
接
内
容

・
残
業
は
あ
る
か
な
い
か
、
定
時

で
帰
れ
る
の
か

・
給
料
、
賞
与
は
ど
の
く
ら
い
か

・
給
料
に
つ
い
て
、
勤
務
年
数
に

よ
っ
て
ど
れ
く
ら
い
の
幅
が
あ

る
の
で
す
か

・
パ
ー
ト
雇
用
は
あ
り
ま
す
か
?

小
さ
い
子
が
い
る
た
め
扶
養
内

で
働
き
た
い
で
す
。
そ
の
場
合

シ
フ
ト
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま

す
か

・
県
外
か
ら
就
職
を
考
え
て
い
る

の
で
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
保
育
者
は
何
人
く
ら
い
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
か

・
住
宅
手
当
や
家
賃
補
助
は
い
く

ら
手
当
が
出
る
か

・
有
休
や
産
休
、
休
日
数
に
つ
い
て

・
ピ
ア
ノ
が
得
意
で
は
な
い
の
で

す
が
、
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か

・
土
曜
日
の
出
勤
は
ど
の
く
ら
い

の
頻
度
で
あ
る
の
か

・
園
の
雰
囲
気
や
職
員
同
士
の
雰

囲
気
、
年
齢
層
に
つ
い
て

・
保
護
者
の
雰
囲
気
ど
の
よ
う
な

感
じ
か

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
、
何
ら
か
の
配
慮
等

は
ご
ざ
い
ま
す
か

・
配
属
ク
ラ
ス
の
希
望
は
聞
い
て

も
ら
え
る
の
か
、
姉
妹
園
へ
の

勤
務
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

る
の
か

・
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い

ま
す
か

・
保
育
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
際
に
工
夫
し
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

・
自
主
実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

ま
す
か

・
男
性
保
育
士
の
割
合
に
つ
い
て

広
報
調
査
部

オ
ン
ラ
イ
ン
ｆ
ｅ
ｓ 

に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
ｆ
ｅ
ｓ 

に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
ｆ
ｅ
ｓ 

に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
ｆ
ｅ
ｓ 

に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
ｆ
ｅ
ｓ 

に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
ｆ
ｅ
ｓ 

に
つ
い
て

瑞
宝
双
光
章

祝
　
こ
の
度
、
秋
の
叙
勲
に
於

い
て
瑞
宝
双
光
章
の
栄
に
浴

し
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た

だ
い
た
多
く
の
皆
様
方
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
46
年
5
月
発
足
間

も
な
い
福
岡
市
保
育
協
会
に

事
務
職
員
と
し
て
採
用
い
た

だ
き
、
諸
先
生
方
か
ら
児

童
福
祉
の
重
要
性
を
始
め
、

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
50

年
4
月
か
ら
千
里
保
育
園

に
勤
務
し
、
昭
和
53
年
4

月
、
園
長
に
就
任
し
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
に

根
ざ
し
た
保
育
園
と
し
て

精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
達
の
幸
せ
を
願
っ
て
体
の

許
す
限
り
精
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
叙
勲
の
栄
に
浴

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

ひ
と
え
に
多
く
の
皆
様
方
の

ご
指
導
、
ご
支
援
の
賜
物
と
、

心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。
保
育
に
半
世

紀
近
く
携
わ
る
な
か
で
、
子

供
達
が
健
全
に
成
長
し
、
保

護
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
S
N
S
な
ど
を

通
し
て
個
人
か
ら
の
情
報
発

信
が
容
易
に
な
り
、
そ
の
情

報
が
社
会
に
影
響
を
与
え
る

た
め
、
個
々
人
の
人
格
が
こ

れ
ま
で
に
な
く
重
要
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
保
育
の
原
点
を

大
切
に
し
て
白
百
合
保
育
園

の
発
展
に
微
力
な
が
ら
尽
力

す
る
と
と
も
に
、
子
供
達
の

人
格
を
磨
く
保
育
を
通
し

て
、
地
域
や
社
会
に
少
し
で

も
お
役
に
立
て
る
よ
う
一
層

努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

秋
の
叙
勲 

受
章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白百合保育園 元園長
白谷 トキ子

千里保育園 園長
山﨑 俊城

瑞
宝
単
光
章

祝

NEW!!

園
長

　大
島 

弘
枝

園
長

　大
島 

弘
枝

千
早
天
星
丸
保
育
園
（
東
区
）

　「
千
早
天
星
丸
保
育
園
」
は
令
和
2
年
4
月
に
「
塩
原
天
星

丸
保
育
園
」
の
姉
妹
園
と
し
て
開
園
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
園
は
、
広
々
と
し
た
千
早
中
央
公
園
に
隣
接
し
窓
か
ら
は

緑
や
日
光
が
降
り
そ
そ
ぐ
素
晴
ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
、
真
新

し
い
園
舎
か
ら
は
毎
日
子
ど
も
達
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
っ
て

い
ま
す
。

　『
豊
か
な
感
性
を
育
て
、
健
全
な
心
身
の
基
礎
を
育
成
し
豊
か

な
心
を
養
う
保
育
の
実
践
』
を
保
育
理
念
に
掲
げ
「
思
い
や
り

の
あ
る
や
さ
し
い
子
」「
誰
と
で
も
仲
良
く
あ
そ
ぶ
子
」「
健
康

で
元
気
な
子
」「
根
気
強
く
が
ん
ば
る
子
」
を
育
て
る
た
め
に
、

子
ど
も
達
が
日
々
『
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
』
と
出
会
い
、
様
々

な
体
験
が
で
き
る
保
育
環
境
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
更
に
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
保
護
者
や
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
保
育
園
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

定員
75名

園
長

　髙
木 

禎
晋

園
長

　髙
木 

禎
晋

元
岡
き
ら
き
ら
保
育
園
（
西
区
）

　「
元
岡
き
ら
き
ら
保
育
園
」
は
、
令
和
２
年
４
月
に
西
区

田
尻
に
て
開
園
い
た
し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
や
畑
に
囲
ま
れ
、

福
岡
市
内
に
あ
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
自
然
が
残
っ
て
い
る
地

域
な
の
で
、
の
ど
か
な
環
境
の
中
で
の
び
の
び
と
保
育
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
人
と
関
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
過
ご

す
か
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
の
育
ち
に
お
い
て
非
常
に

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
園
で
は
環
境
づ

く
り
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
整
え
ら
れ

た
環
境
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧

な
保
育
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
開
園
早
々
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
出
鼻
を
思
い
っ

き
り
挫
か
れ
ま
し
た
し
、
今
も
な
お
緊
張
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
職
員
が
本
当
に
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

定員
105名

園
長

　
 赤
星 

佐
保

園
長

　
 赤
星 

佐
保

愛
宕
け
い
あ
い
保
育
園
（
西
区
）

　
西
区
愛
宕
神
社
の
麓
に
こ
の
4
月
に
開
園
し
ま
し
た
　

社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
福
祉
会
　
愛
宕
け
い
あ
い
保
育
園

で
す
。

〜
安
心
し
て
失
敗
で
き
る
毎
日
を
〜

　「
時
間
を
忘
れ
て
と
こ
と
ん
遊
ぶ
　
も
り
も
り
食
べ
て
、

ぐ
っ
す
り
眠
る
」
そ
ん
な
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
願
い
、
日
々
の
遊
び
や
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
も
保

育
士
も
育
ち
あ
っ
て
い
け
る
保
育
園
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
真
ん
中
に
保
護
者
と
保
育
士
が
手
を
取
り

合
っ
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
大
人
に
と
っ
て
も
心
地

よ
く
子
育
て
を
た
の
し
め
る
居
場
所
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
中
に
あ
る
子
育
て

の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
保
育
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

定員
80名

園
長

　浜
砂 

志
津
子

園
長

　浜
砂 

志
津
子

る
う
て
る
愛
育
園
（
東
区
）

　
東
区
三
苫
に
4
月
か
ら
開
園
し
た
る
う
て
る
愛
育
園
で
す
。

　
福
岡
市
で
キ
リ
ス
ト
教
保
育
を
行
っ
て
い
る
数
少
な
い
保
育
園
の
一
つ
で
す
。「
日

本
福
音
ル
ー
テ
ル
」
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
初
め
て
覚
え
る
ひ
ら
が
な
で
、
丸
く
て

か
わ
い
い
「
る
う
て
る
」
と
お
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。

　
る
う
て
る
愛
育
園
は
聖
ペ
テ
ロ
教
会
の
隣
に
あ
り
ま
す
。
松
林
が
広
が
り
緑
豊
か

で
、
朝
は
鶯
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場
所
も
素
材
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
園
庭
が
二
つ
に
、
隣
接
地

は
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
松
林
の
下
は
美
し
い
砂
、
松
ぼ
っ
く
り
、
松
葉
ず
も
う
、

木
の
枝
な
ど
、
毎
日
夢
中
に
な
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
35
年
前
、
母
体
で
あ
る
奈
多
愛
育
園
の
跡
地
で
も
あ
る
の
で
、
地
域
の
方
か
ら
も

愛
育
園
が
帰
っ
て
き
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
、
ご
家
庭
、
地
域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
頼
り
に
さ
れ
る
保

育
園
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
神
さ
ま
が
出
合
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
た
ち
、
そ
の
家
庭
の
方
々
と
保
育
者
と
が
し
っ
か
り
手
を
結
び
あ
い
、

心
を
寄
せ
合
っ
て
、
最
も
望
ま
し
い
育
ち
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
神
は
大
空
を
造
り
…
水
の
集
ま
っ
た
所
を
海
と
呼
ば
れ
た
」（『
聖
書
』創
世
記
よ
り
）

ス
カ
イ
ブ
ル
ー
・
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
　
る
う
て
る
愛
育
園
（
園
舎
）
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

定員
90名
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NEW!!

園
長

　大
島 

弘
枝

園
長

　大
島 

弘
枝

千
早
天
星
丸
保
育
園
（
東
区
）

　「
千
早
天
星
丸
保
育
園
」
は
令
和
2
年
4
月
に
「
塩
原
天
星

丸
保
育
園
」
の
姉
妹
園
と
し
て
開
園
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
園
は
、
広
々
と
し
た
千
早
中
央
公
園
に
隣
接
し
窓
か
ら
は

緑
や
日
光
が
降
り
そ
そ
ぐ
素
晴
ら
し
い
環
境
に
恵
ま
れ
、
真
新

し
い
園
舎
か
ら
は
毎
日
子
ど
も
達
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
っ
て

い
ま
す
。

　『
豊
か
な
感
性
を
育
て
、
健
全
な
心
身
の
基
礎
を
育
成
し
豊
か

な
心
を
養
う
保
育
の
実
践
』
を
保
育
理
念
に
掲
げ
「
思
い
や
り

の
あ
る
や
さ
し
い
子
」「
誰
と
で
も
仲
良
く
あ
そ
ぶ
子
」「
健
康

で
元
気
な
子
」「
根
気
強
く
が
ん
ば
る
子
」
を
育
て
る
た
め
に
、

子
ど
も
達
が
日
々
『
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
』
と
出
会
い
、
様
々

な
体
験
が
で
き
る
保
育
環
境
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
更
に
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
保
護
者
や
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
保
育
園
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

定員
75名

園
長

　髙
木 

禎
晋

園
長

　髙
木 

禎
晋

元
岡
き
ら
き
ら
保
育
園
（
西
区
）

　「
元
岡
き
ら
き
ら
保
育
園
」
は
、
令
和
２
年
４
月
に
西
区

田
尻
に
て
開
園
い
た
し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
や
畑
に
囲
ま
れ
、

福
岡
市
内
に
あ
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
自
然
が
残
っ
て
い
る
地

域
な
の
で
、
の
ど
か
な
環
境
の
中
で
の
び
の
び
と
保
育
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
人
と
関
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
過
ご

す
か
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
の
育
ち
に
お
い
て
非
常
に

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
園
で
は
環
境
づ

く
り
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
整
え
ら
れ

た
環
境
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧

な
保
育
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
開
園
早
々
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
出
鼻
を
思
い
っ

き
り
挫
か
れ
ま
し
た
し
、
今
も
な
お
緊
張
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
職
員
が
本
当
に
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

定員
105名

園
長

　
 赤
星 

佐
保

園
長

　
 赤
星 

佐
保

愛
宕
け
い
あ
い
保
育
園
（
西
区
）

　
西
区
愛
宕
神
社
の
麓
に
こ
の
4
月
に
開
園
し
ま
し
た
　

社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
福
祉
会
　
愛
宕
け
い
あ
い
保
育
園

で
す
。

〜
安
心
し
て
失
敗
で
き
る
毎
日
を
〜

　「
時
間
を
忘
れ
て
と
こ
と
ん
遊
ぶ
　
も
り
も
り
食
べ
て
、

ぐ
っ
す
り
眠
る
」
そ
ん
な
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
願
い
、
日
々
の
遊
び
や
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
も
保

育
士
も
育
ち
あ
っ
て
い
け
る
保
育
園
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
真
ん
中
に
保
護
者
と
保
育
士
が
手
を
取
り

合
っ
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
大
人
に
と
っ
て
も
心
地

よ
く
子
育
て
を
た
の
し
め
る
居
場
所
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
中
に
あ
る
子
育
て

の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
保
育
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

定員
80名

園
長

　浜
砂 

志
津
子

園
長

　浜
砂 

志
津
子

る
う
て
る
愛
育
園
（
東
区
）

　
東
区
三
苫
に
4
月
か
ら
開
園
し
た
る
う
て
る
愛
育
園
で
す
。

　
福
岡
市
で
キ
リ
ス
ト
教
保
育
を
行
っ
て
い
る
数
少
な
い
保
育
園
の
一
つ
で
す
。「
日

本
福
音
ル
ー
テ
ル
」
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
初
め
て
覚
え
る
ひ
ら
が
な
で
、
丸
く
て

か
わ
い
い
「
る
う
て
る
」
と
お
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。

　
る
う
て
る
愛
育
園
は
聖
ペ
テ
ロ
教
会
の
隣
に
あ
り
ま
す
。
松
林
が
広
が
り
緑
豊
か

で
、
朝
は
鶯
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場
所
も
素
材
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
園
庭
が
二
つ
に
、
隣
接
地

は
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
松
林
の
下
は
美
し
い
砂
、
松
ぼ
っ
く
り
、
松
葉
ず
も
う
、

木
の
枝
な
ど
、
毎
日
夢
中
に
な
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
35
年
前
、
母
体
で
あ
る
奈
多
愛
育
園
の
跡
地
で
も
あ
る
の
で
、
地
域
の
方
か
ら
も

愛
育
園
が
帰
っ
て
き
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
、
ご
家
庭
、
地
域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
頼
り
に
さ
れ
る
保

育
園
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
神
さ
ま
が
出
合
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
た
ち
、
そ
の
家
庭
の
方
々
と
保
育
者
と
が
し
っ
か
り
手
を
結
び
あ
い
、

心
を
寄
せ
合
っ
て
、
最
も
望
ま
し
い
育
ち
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
神
は
大
空
を
造
り
…
水
の
集
ま
っ
た
所
を
海
と
呼
ば
れ
た
」（『
聖
書
』創
世
記
よ
り
）

ス
カ
イ
ブ
ル
ー
・
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
　
る
う
て
る
愛
育
園
（
園
舎
）
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

定員
90名
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　数
年
前
、
花
屋
さ
ん
か
ら
朝
顔
の
種
を

頂
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植

え
、
発
芽
し
て
ツ
ル
が
フ
ェ
ン
ス
に
巻
き

付
く
頃
に
は
、「
も
う
夏
が
来
る
な
〜
」
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
年
を
重
ね
る
ご
と

に
プ
ラ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
い
た
る
と

こ
ろ
か
ら
朝
顔
が
生
え
て
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。台
風
な
ど
の
風
の
影
響
で
し
ょ

う
か
、
朝
顔
の
種
が
飛
ん
で
い
っ
た
よ
う

で
、
特
に
地
面
か
ら
生
え
て
く
る
朝
顔
は

元
気
が
良
く
、
2
、
3
日
で
ど
こ
ま
で
伸

び
る
の
？
？
と
思
う
く
ら
い
に
成
長
し
、

手
に
負
え
ま
せ
ん
。
毎
年
何
も
し
な
く
て

も
同
じ
時
期
に
花
を
咲
か
せ
、
毎
朝
暑
い

夏
を
涼
し
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
が
、

今
年
は
花
が
咲
く
期
間
が
と
て
も
長
く
今

は
10
月
の
末
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。
気
候
が
変
な
の
で
し
ょ

う
か
？
？
私
に
は
も
は
や
夏
の
イ
メ
ー
ジ

の
花
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
朝
顔
は
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
巻
き
付
い
て
花
を
咲
か

せ
ま
す
が
、
1
年
草
な
の
で
や

が
て
枯
れ
て
い
き
ま
す
。
枯
れ

て
巻
き
付
い
た
ツ
ル
を
捕
っ
て

い
く
こ
と
を
思
う
と
、
そ
ろ
そ

ろ
疎
ま
し
い
か
な
〜
…
来
年

は
、
繁
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
た
く
さ
ん
の
元
気
な
新
芽

が
出
て
い
る
の
を
見
る
と
、
つ

い
つ
い
残
し
て
し
ま
い
そ
う
で

す
…
（
高
山
） 

編
集
後
記

【保育協会メールアドレス】kyoukai@hoiku.or.jp
～感想やご意見はこちらにお送りください～
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　こ
の
度
機
関
誌
委
員
よ
り
災
害
に
つ
い
て
、
コ
ラ

ム
の
執
筆
依
頼
が
あ
り
、
子
ど
も
の
命
を
預
か
る
私

達
保
育
者
は
、
毎
年
の
よ
う
に
起
き
る
自
然
災
害
に

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
再
考
し

て
み
ま
す
。

　我
が
国
は
そ
の
位
置
、
地
形
、
地
質
、
気
象
な
ど

の
自
然
的
条
件
か
ら
、
台
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪

水
、
土
砂
災
害
、
地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
な
ど
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
や
す
い
国
土
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
が
勤
務
し
て
い
る
ま
ご
こ
ろ
保
育
園
は
宇
美

川
の
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。
私
が
勤
務
す
る
以
前
に
、

宇
美
川
が
氾
濫
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
そ
の
時
は
保
育
園
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
隣
の
団
地
の
駐
車
場
が
水
浸
し
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
そ
の
後
に
護
岸
工
事
が
あ
り
洪
水
対
策

が
さ
れ
ま
し
た
。

　皆
さ
ん
も
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
昨

年
の
7
月
、
大
雨
に
よ
り
宇
美
川
の
水
位
が
今
ま
で

見
た
こ
と
も
な
い
く
ら
い
に
上
が
り
ま
し
た
。
保
育

園
が
あ
る
一
帯
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
福
岡
市

指
導
監
査
課
か
ら
電
話
が
あ
り
、
保
護
者
に
お
迎
え

の
要
請
を
し
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
、
メ
ー
ル
を

一
斉
送
信
し
ま
し
た
。
し
か
し
仕
事
中
だ
か
ら
な
の

か
メ
ー
ル
を
見
て
い
な
い
保
護
者
が
多
く
、
な
か
な

か
お
迎
え
に
来
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
宇
美
川

の
水
位
は
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
き
、
こ
の
ま
ま
氾

濫
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
、
生
き
た
心
地
が

し
な
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
職
員
で

手
分
け
し
て
保
護
者
に
直
接
電
話
連
絡
し
て
よ
う
や

く
全
園
児
が
帰
り
ま
し
た
。
結
局
、
宇
美
川
は
氾
濫

す
る
こ
と
な
く
事
な
き
を
得
ま
し
た
が
自
然
の
恐
怖

を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
出
来
事
で
し
た
。

　さ
て
、
み
な
さ
ん
の
保
育
園
で
も
毎
月
必
ず
避
難

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
火
災
、
地

震
、
不
審
者
、
当
園
で
は
こ
れ
に
加
え
て
洪
水
の
避

難
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。
本
園
の
み
な
ら
ず
箱
崎

駅
前
の
分
園
も
防
災
計
画
対
象
施
設
に
該
当
し
て
い

ま
す
の
で
、
川
か
ら
離
れ
て
は
い
ま
す
が
、
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
洪
水
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
避
難
訓
練
を
行
う
上
で
気
を
付
け
な
く
て
は
い

け
な
い
の
は
危
機
意
識
の
な
い
訓
練
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
訓
練
で
は
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
リ
ア
ル
に
、
ど
の
よ
う
な
設
定
で

行
う
の
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
か
ら
行
わ
な
い
と

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
消
化
す
る
だ
け
の
、
訓
練
の

た
め
の
訓
練
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　ち
な
み
に
先
日
の
台
風
10
号
で
は
初
め
て
の
休
園

措
置
と
な
り
ま
し
た
。
保
育
園
が
開
い
て
い
る
か
ら

無
理
し
て
で
も
保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
、
休
園
措
置
に
し
て
も
ら
っ
た
ほ

う
が
あ
り
が
た
い
と
い
う
保
護
者
の
声
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
台
風
10
号
の

休
園
措
置
と
い
う
対
応
は
間
違
い
な
く
福
岡
市
の
保

育
行
政
の
大
き
な
前
進
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達

の
た
め
、
職
員
の
た
め
、
保
護
者
の
た
め
に
福
岡
市

の
思
い
切
っ
た
対
応
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。
今
後
も
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
職
員
一

同
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
常
に
危
機
意
識
を
持
ち

な
が
ら
大
切
な
命
を
守
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

災
害
か
ら
命
を
守
る

ま
ご
こ
ろ
保
育
園 

園
長

　有
松

　健

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム


